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(57)【要約】
【課題】効率的に通信を行うことができる端末装置、基
地局装置、通信方法および集積回路に関する技術を提供
すること。
【解決手段】端末装置が、基地局装置から無線リソース
制御（ＲＲＣ）接続再設定メッセージを受信する受信部
と、無線リソース制御接続再設定メッセージに含まれる
パラメータ設定に基づき、パラメータの設定を行う制御
部を備え、パラメータ設定は、対象セルの識別子情報、
サブキャリア間隔に関する設定、スケジューリングの最
小単位の時間長に関する情報および／またはスロット長
を示す情報を少なくとも含み、サブキャリア間隔に関す
る設定、スケジューリングの最小単位の時間長に関する
情報および／またはスロット長を示す情報は、対象セル
において使用される一部あるいはすべてのチャネルおよ
び／または信号毎に個別に設定される。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局装置とセルを介して通信する端末装置であって、
　前記基地局装置から無線リソース制御（ＲＲＣ）接続再設定メッセージを受信する受信
部と、
　前記無線リソース制御接続再設定メッセージに含まれるパラメータ設定に基づき、パラ
メータの設定を行う制御部を備え、
　前記パラメータ設定は、対象セルの識別子情報、サブキャリア間隔に関する設定、スケ
ジューリングの最小単位の時間長に関する情報および／またはスロット長を示す情報を少
なくとも含み、
　前記サブキャリア間隔に関する設定、スケジューリングの最小単位の時間長に関する情
報および／またはスロット長を示す情報は、前記対象セルにおいて使用される一部あるい
はすべてのチャネルおよび／または信号毎に個別に設定される
　端末装置。
【請求項２】
　前記パラメータ設定は、ランダムアクセスプリアンブルおよび／または上りリンクデー
タチャネルの送信を行う上りリンクのサブキャリア間隔に関する設定を含む
　請求項１記載の端末装置。
【請求項３】
　前記パラメータ設定は、ランダムアクセス応答および／またはページングおよび／また
は下りリンクデータチャネルの受信を行う下りリンクのサブキャリア間隔に関する設定を
含む
　請求項１記載の端末装置。
【請求項４】
　端末装置とセルを介して通信する基地局装置であって、
　前記端末装置に無線リソース制御（ＲＲＣ）接続再設定メッセージを送信する送信部と
、
　前記無線リソース制御接続再設定メッセージに含まれるパラメータ設定を生成する制御
部を備え、
　前記パラメータ設定は、対象セルの識別子情報、サブキャリア間隔に関する設定、スケ
ジューリングの最小単位の時間長に関する情報および／またはスロット長を示す情報を少
なくとも含み、
　前記サブキャリア間隔に関する設定、スケジューリングの最小単位の時間長に関する情
報および／またはスロット長を示す情報は、前記対象セルにおいて使用される一部あるい
はすべてのチャネルおよび／または信号毎に個別に設定される
　基地局装置。
【請求項５】
　基地局装置とセルを介して通信する端末装置に適用される通信方法であって、
　前記基地局装置から無線リソース制御（ＲＲＣ）接続再設定メッセージを受信するステ
ップと、
　前記無線リソース制御接続再設定メッセージに含まれるパラメータ設定に基づき、パラ
メータの設定を行うステップとを少なくとも含み、
　前記パラメータ設定は、対象セルの識別子情報、サブキャリア間隔に関する設定、スケ
ジューリングの最小単位の時間長に関する情報および／またはスロット長を示す情報を少
なくとも含み、
　前記サブキャリア間隔に関する設定、スケジューリングの最小単位の時間長に関する情
報および／またはスロット長を示す情報は、前記対象セルにおいて使用される一部あるい
はすべてのチャネルおよび／または信号毎に個別に設定される
　ことを特徴とする通信方法。
【請求項６】
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　基地局装置とセルを介して通信する端末装置に実装される集積回路であって、
　前記基地局装置から無線リソース制御（ＲＲＣ）接続再設定メッセージを受信する機能
と、
　前記無線リソース制御接続再設定メッセージに含まれるパラメータ設定に基づき、パラ
メータの設定を行う機能とを前記端末装置に対して発揮させ、
　前記パラメータ設定は、対象セルの識別子情報、サブキャリア間隔に関する設定、スケ
ジューリングの最小単位の時間長に関する情報および／またはスロット長を示す情報を少
なくとも含み、
　前記サブキャリア間隔に関する設定、スケジューリングの最小単位の時間長に関する情
報および／またはスロット長を示す情報は、前記対象セルにおいて使用される一部あるい
はすべてのチャネルおよび／または信号毎に個別に設定される
　ことを特徴とする集積回路。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、端末装置、基地局装置、通信方法、および、集積回路に関する。
【背景技術】
【０００２】
　セルラー移動通信の無線アクセス方式および無線ネットワーク（以下、「Ｌｏｎｇ　Ｔ
ｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ：登録商標）」、または、「Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎ
ｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ：ＥＵＴＲＡ」と
称する。）が、第三世代パートナーシッププロジェクト（3ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ
　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ：３ＧＰＰ）において検討されている。また
、３ＧＰＰにおいて、第５世代のセルラーシステムに向けた無線アクセス方式および無線
ネットワーク技術として、ＬＴＥの拡張技術であるＬＴＥ―Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｐｒｏお
よび新しい無線アクセス技術であるＮＲ（Ｎｅｗ　Ｒａｄｉｏ　ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）
の技術検討及び規格策定が行われている（非特許文献１）。
【０００３】
　第５世代のセルラーシステムでは、高速・大容量伝送を実現するｅＭＢＢ（ｅｎｈａｎ
ｃｅｄ　Ｍｏｂｉｌｅ　ＢｒｏａｄＢａｎｄ）、低遅延・高信頼通信を実現するＵＲＬＬ
Ｃ（Ｕｌｔｒａ―Ｒｅｌｉａｂｌｅ　ａｎｄ　Ｌｏｗ　Ｌａｔｅｎｃｙ　Ｃｏｍｍｕｎｉ
ｃａｔｉｏｎ）、ＩｏＴ（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　ｏｆ　Ｔｈｉｎｇｓ）などマシン型デバイ
スが多数接続するｍＭＴＣ（ｍａｓｓｉｖｅ　Ｍａｃｈｉｎｅ　Ｔｙｐｅ　Ｃｏｍｍｕｎ
ｉｃａｔｉｏｎ）の3つがサービスの想定シナリオとして要求されている。
【０００４】
　またＮＲでは、異なる複数の物理パラメータ（例えばサブキャリア間隔）を用いて通信
することが検討されており（非特許文献２）、端末装置は、異なる複数の物理パラメータ
のうちのいずれの物理パラメータを用いて基地局装置と通信するかを特定する必要がある
。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００５】
【非特許文献１】ＲＰ－１６１２１４，ＮＴＴ　ＤＯＣＯＭＯ，”Ｒｅｖｉｓｉｏｎ　ｏ
ｆ　ＳＩ：　Ｓｔｕｄｙ　ｏｎ　Ｎｅｗ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏ
ｇｙ”，２０１６年6月
【非特許文献２】３ＧＰＰ　Ｒ１－１６６８７８　ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．３ｇｐｐ．ｏ
ｒｇ／ｆｔｐ／ｔｓｇ＿ｒａｎ／ＷＧ１＿ＲＬ１／ＴＳＧＲ１＿８６／Ｄｏｃｓ／Ｒ１－
１６６８７８．ｚｉｐ
【非特許文献３】３ＧＰＰ　Ｒ２－１６７５８２　ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．３ｇｐｐ．ｏ
ｒｇ／ｆｔｐ／ｔｓｇ＿ｒａｎ／ＷＧ２＿ＲＬ２／ＴＳＧＲ２＿９６／Ｄｏｃｓ／Ｒ２－
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１６７５８２．ｚｉｐ
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ＮＲでは、端末の能力とセルでサポートされる物理パラメータに基づき、サービスを継
続しながら隣接セルにハンドオーバする際に、ある物理パラメータ（ヌメロロジー）から
他の物理パラメータ（ヌメロロジー）に変更して通信を継続することが検討されている（
非特許文献３）。しかしながら、必要なパラメータの通知方法についての検討は行われて
おらず、基地局装置と端末装置との通信を、効率的に行うことができないという課題があ
った。
【０００７】
　本発明の一態様は、上記した事情に鑑みてなされたもので、基地局装置との通信を効率
的に行うことができる端末装置、該端末装置と通信する基地局装置、該端末装置に用いら
れる通信方法、該基地局装置に用いられる通信方法、該端末装置に実装される集積回路、
該基地局装置に実装される集積回路を提供することを目的の一つとする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　（１）上記の目的を達成するために、本発明の一態様は、以下のような手段を講じた。
すなわち、本発明の第１の態様は、基地局装置とセルを介して通信する端末装置であって
、前記基地局装置から無線リソース制御（ＲＲＣ）接続再設定メッセージを受信する受信
部と、前記無線リソース制御接続再設定メッセージに含まれるパラメータ設定に基づき、
パラメータの設定を行う制御部を備え、前記パラメータ設定は、対象セルの識別子情報、
サブキャリア間隔に関する設定、スケジューリングの最小単位の時間長に関する情報およ
び／またはスロット長を示す情報を少なくとも含み、前記サブキャリア間隔に関する設定
、スケジューリングの最小単位の時間長に関する情報および／またはスロット長を示す情
報は、前記対象セルにおいて使用される一部あるいはすべてのチャネルおよび／または信
号毎に個別に設定される。
【０００９】
　（２）本発明の第２の態様は、端末装置とセルを介して通信する基地局装置であって、
前記端末装置に無線リソース制御（ＲＲＣ）接続再設定メッセージを送信する送信部と、
前記無線リソース制御接続再設定メッセージに含まれるパラメータ設定を生成する制御部
を備え、前記パラメータ設定は、対象セルの識別子情報、サブキャリア間隔に関する設定
、スケジューリングの最小単位の時間長に関する情報および／またはスロット長を示す情
報を少なくとも含み、前記サブキャリア間隔に関する設定、スケジューリングの最小単位
の時間長に関する情報および／またはスロット長を示す情報は、前記対象セルにおいて使
用される一部あるいはすべてのチャネルおよび／または信号毎に個別に設定される。
【００１０】
　（３）本発明の第３の態様は、基地局装置とセルを介して通信する端末装置に適用され
る通信方法であって、前記基地局装置から無線リソース制御（ＲＲＣ）接続再設定メッセ
ージを受信するステップと、前記無線リソース制御接続再設定メッセージに含まれるパラ
メータ設定に基づき、パラメータの設定を行うステップとを少なくとも含み、前記パラメ
ータ設定は、対象セルの識別子情報、サブキャリア間隔に関する設定、スケジューリング
の最小単位の時間長に関する情報および／またはスロット長を示す情報を少なくとも含み
、前記サブキャリア間隔に関する設定、スケジューリングの最小単位の時間長に関する情
報および／またはスロット長を示す情報は、前記対象セルにおいて使用される一部あるい
はすべてのチャネルおよび／または信号毎に個別に設定される。
【００１１】
　（４）本発明の第４の態様は、基地局装置とセルを介して通信する端末装置に実装され
る集積回路であって、前記基地局装置から無線リソース制御（ＲＲＣ）接続再設定メッセ
ージを受信する機能と、前記無線リソース制御接続再設定メッセージに含まれるパラメー
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タ設定に基づき、パラメータの設定を行う機能とを前記端末装置に対して発揮させ、前記
パラメータ設定は、対象セルの識別子情報、サブキャリア間隔に関する設定、スケジュー
リングの最小単位の時間長に関する情報および／またはスロット長を示す情報を少なくと
も含み、前記サブキャリア間隔に関する設定、スケジューリングの最小単位の時間長に関
する情報および／またはスロット長を示す情報は、前記対象セルにおいて使用される一部
あるいはすべてのチャネルおよび／または信号毎に個別に設定される。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の一態様によれば、端末装置および基地局装置は、効率的に通信を行うことがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本実施形態の無線通信システムの概念図である。
【図２】本発明の実施形態に係る端末装置の概略構成の一例を示すブロック図である。
【図３】本発明の実施形態に係る基地局装置の概略構成の一例を示すブロック図である。
【図４】本発明の実施形態に係る下りリンクスロットの概略構成の一例を示す図である。
【図５】本発明の実施形態に係るサブフレーム、スロット、ミニスロットの時間領域にお
ける関係を示した図である。
【図６】本発明の実施形態に係るスロットまたはサブフレームの一例を示す図である。
【図７】本発明の実施形態に係るハンドオーバ手順の一例を示す図である。
【図８】本発明の実施形態に係るＲＲＣ接続再設定メッセージの一例を示す図である。
【図９】本発明の実施形態に係るＲＲＣ接続再設定メッセージに含まれる要素の一例を示
す図である。
【図１０】本発明の実施形態に係るＲＲＣ接続再設定メッセージに含まれる要素の一例を
示す図である。
【図１１】本発明の実施形態に係るＳＣＧ変更手順の一例を示す図である。
【図１２】本発明の実施形態に係るＲＲＣ接続再設定メッセージに含まれる要素の一例を
示す図である。
【図１３】本発明の実施形態に係るＲＲＣ接続再設定メッセージに含まれる要素の一例を
示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施形態について説明する。
【００１５】
　本実施形態の無線通信システム、および無線ネットワークについて説明する。
【００１６】
　ＬＴＥ（およびＬＴＥ－Ａ　Ｐｒｏ）とＮＲは、異なるＲＡＴ（Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅ
ｓｓ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）として定義されてもよい。ＮＲは、ＬＴＥに含まれる技術
として定義されてもよい。ＬＴＥは、ＮＲに含まれる技術として定義されてもよい。本実
施形態はＮＲ、ＬＴＥおよび他のＲＡＴに適用されてよい。以下の説明では、ＬＴＥに関
連する用語を用いて説明するが、他の用語を用いる他の技術において適用されてもよい。
【００１７】
　図１は、本実施形態の無線通信システムの概念図である。図１において、無線通信シス
テムは、端末装置２および基地局装置３を具備する。また、基地局装置３は、１または複
数の送受信点４（ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｒｅｃｅｐｔｉｏｎ　ｐｏｉｎｔ：ＴＲＰ
）を具備してもよい。基地局装置３は、基地局装置３によって制御される通信可能範囲（
通信エリア）を１つまたは複数のセルとして端末装置２をサーブしてもよい。また、基地
局装置３は、１または複数の送受信点４によって制御される通信可能範囲（通信エリア）
を１つまたは複数のセルとして端末装置２をサーブしてもよい。また、１つのセルを複数
の部分領域（Ｂｅａｍｅｄ　ａｒｅａ、またはＢｅａｍｅｄ　ｃｅｌｌとも称する）にわ
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け、それぞれの部分領域において端末装置２をサーブしてもよい。ここで、部分領域は、
ビームフォーミングで使用されるビームのインデックス、クワジコロケーションのインデ
ックスあるいはプリコーディングのインデックスに基づいて識別されてもよい。
【００１８】
　基地局装置３がカバーする通信エリアは周波数毎にそれぞれ異なる広さ、異なる形状で
あっても良い。また、カバーするエリアが周波数毎に異なっていてもよい。また、基地局
装置３の種別やセル半径の大きさが異なるセルが、同一の周波数または異なる周波数に混
在して１つの通信システムを形成している無線ネットワークのことを、ヘテロジニアスネ
ットワークと称する。
【００１９】
　基地局装置３から端末装置２への無線通信リンクを下りリンクと称する。端末装置２か
ら基地局装置３への無線通信リンクを上りリンクと称する。端末装置２から他の端末装置
２への直接無線通信リンクをサイドリンクと称する。
【００２０】
　図１において、端末装置２と基地局装置３の間の無線通信および／または端末装置２と
他の端末装置２の間の無線通信では、サイクリックプレフィックス（ＣＰ：Ｃｙｃｌｉｃ
　Ｐｒｅｆｉｘ）を含む直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ：Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅ
ｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）、シングルキャリア周波
数多重（ＳＣ－ＦＤＭ：Ｓｉｎｇｌｅ－Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉ
ｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）、離散フーリエ変換拡散ＯＦＤＭ（ＤＦＴ－Ｓ－
ＯＦＤＭ：Ｄｉｓｃｒｅｔｅ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ　Ｓｐｒｅａｄ　Ｏ
ＦＤＭ）、マルチキャリア符号分割多重（ＭＣ－ＣＤＭ：Ｍｕｌｔｉ－Ｃａｒｒｉｅｒ　
Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）が用いられてもよい。
【００２１】
　また、図１において、端末装置２と基地局装置３の間の無線通信および／または端末装
置２と他の端末装置２の間の無線通信では、ユニバーサルフィルタマルチキャリア（ＵＦ
ＭＣ：Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ－Ｆｉｌｔｅｒｅｄ　Ｍｕｌｔｉ－Ｃａｒｒｉｅｒ）、フィル
タＯＦＤＭ（Ｆ－ＯＦＤＭ：Ｆｉｌｔｅｒｅｄ　ＯＦＤＭ）、窓が乗算されたＯＦＤＭ（
Ｗｉｎｄｏｗｅｄ　ＯＦＤＭ）、フィルタバンクマルチキャリア（ＦＢＭＣ：Ｆｉｌｔｅ
ｒ－Ｂａｎｋ　Ｍｕｌｔｉ－Ｃａｒｒｉｅｒ）が用いられてもよい。
【００２２】
　なお、本実施形態ではＯＦＤＭを伝送方式としてＯＦＤＭシンボルで説明するが、上述
の他の伝送方式の場合を用いた場合も本発明に含まれる。
【００２３】
　また、図１において、端末装置２と基地局装置３の間の無線通信および／または端末装
置２と他の端末装置２の間の無線通信では、ＣＰを用いない、あるいはＣＰの代わりにゼ
ロパディングをした上述の伝送方式が用いられてもよい。また、ＣＰやゼロパディングは
前方と後方の両方に付加されてもよい。
【００２４】
　端末装置２は、セルの中を通信エリアとみなして動作する。端末装置２が、非無線接続
時（アイドル状態、ＲＲＣ＿ＩＤＬＥ状態とも称する）はセル再選択手順によって別の適
切なセルへ移動してもよい。端末装置２が、無線接続時（コネクティッド状態、ＲＲＣ＿
ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ状態とも称する）はハンドオーバ手順によって別のセルへ移動しても
よい。適切なセルとは、一般的に、基地局装置３から示される情報に基づいて端末装置２
のアクセスが禁止されていないと判断されるセルであって、かつ、下りリンクの受信品質
が所定の条件を満たすセルのことを示す。また、端末装置２が、不活動状態（インアクテ
ィブ状態とも称する）において、セル再選択手順によって別の適切なセルへ移動してもよ
い。端末装置２が、不活動状態において、ハンドオーバ手順によって別のセルへ移動して
もよい。
【００２５】
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　端末装置２がある基地局装置３と通信可能であるとき、その基地局装置３のセルのうち
、端末装置２との通信に使用されるように設定されているセルを在圏セル（Ｓｅｒｖｉｎ
ｇ　ｃｅｌｌ）と称して、その他の通信に使用されないセルは周辺セル（Ｎｅｉｇｈｂｏ
ｒｉｎｇ　ｃｅｌｌ）と称してよい。また、在圏セルにおいて必要となるシステム情報の
一部あるいは全部は、端末装置２に対して、別のセルで報知または通知される場合もある
。
【００２６】
　本実施形態では、端末装置２に対して１つまたは複数のサービングセルが設定される。
複数のサービングセルが端末装置２に対して設定された場合、設定された複数のサービン
グセルは、１つのプライマリセルと１つまたは複数のセカンダリセルとを含んでよい。プ
ライマリセルは、初期コネクション確立（ｉｎｉｔｉａｌ　ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　ｅｓ
ｔａｂｌｉｓｈｍｅｎｔ）プロシージャが行なわれたサービングセル、コネクション再確
立（ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　ｒｅ－ｅｓｔａｂｌｉｓｈｍｅｎｔ）プロシージャを開始し
たサービングセル、または、ハンドオーバプロシージャにおいてプライマリセルと指示さ
れたセルでもよい。ＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）接続が確
立された時点、または、ＲＲＣ接続が確立された後に、１つまたは複数のセカンダリセル
が設定されてもよい。また、プライマリセル（ＰＣｅｌｌ）を含む１つまたは複数のサー
ビングセルで構成されるセルグループ（マスターセルグループ（ＭＣＧ）とも称する）と
、プライマリセルを含まず、少なくともランダムアクセス手順が実施可能であり非活性状
態とならないプライマリセカンダリセル（ＰＳＣｅｌｌ）を含む１つまたは複数のサービ
ングセルで構成される１つまたは複数のセルグループ（セカンダリセルグループ（ＳＣＧ
）とも称する）とが端末装置２に対して設定されてもよい。
【００２７】
　本実施形態の無線通信システムは、ＴＤＤ（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅ
ｘ）および／またはＦＤＤ（Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ）が
適用されてよい。複数のセルの全てに対してＴＤＤ（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕ
ｐｌｅｘ）方式またはＦＤＤ（Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ）
方式が適用されてもよい。また、ＴＤＤ方式が適用されるセルとＦＤＤ方式が適用される
セルが集約されてもよい。
【００２８】
　下りリンクにおいて、サービングセルに対応するキャリアを下りリンクコンポーネント
キャリア（あるいは下りリンクキャリア）と称する。上りリンクにおいて、サービングセ
ルに対応するキャリアを上りリンクコンポーネントキャリア（あるいは上りリンクキャリ
ア）と称する。サイドリンクにおいて、サービングセルに対応するキャリアをサイドリン
クコンポーネントキャリア（あるいはサイドリンクキャリア）と称する。下りリンクコン
ポーネントキャリア、上りリンクコンポーネントキャリア、および／またはサイドリンク
コンポーネントキャリアを総称してコンポーネントキャリア（あるいはキャリア）と称す
る。
【００２９】
　本実施形態の物理チャネルおよび物理シグナルについて説明する。
【００３０】
　図１において、端末装置２と基地局装置３の無線通信では、以下の物理チャネルが用い
られる。物理チャネルは、上位層から出力された情報を送信するために使用される。
・ＰＢＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ＣＨａｎｎｅｌ）
・ＰＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ＣＨａｎｎｅｌ）
・ＰＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｓｈａｒｅｄ　ＣＨａｎｎｅｌ）
・ＰＲＡＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　ＣＨａｎｎｅｌ）
【００３１】
　ＰＢＣＨは、端末装置２が必要とする重要情報（Ｅｓｓｅｎｔｉａｌ　ｉｎｆｏｒｍａ
ｔｉｏｎ）を含む重要情報ブロック（ＭＩＢ：Ｍａｓｔｅｒ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　
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Ｂｌｏｃｋ、ＥＩＢ：Ｅｓｓｅｎｔｉａｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｂｌｏｃｋ）を基
地局装置３が報知するために用いられる。ここで、１つまたは複数の重要情報ブロックは
、重要情報メッセージとして送信されてもよい。例えば、重要情報ブロックには複数の無
線フレームで構成されるスーパーフレーム内における位置に関する情報（例えば、スーパ
ーフレーム内におけるフレーム番号（ＳＦＮ：Ｓｙｓｔｅｍ　Ｆｒａｍｅ　Ｎｕｍｂｅｒ
）の一部あるいは全部を示す情報）が含まれてもよい。また、セル内の領域ごとに異なる
重要情報ブロックが送信される場合には領域を識別できる情報（例えば、領域を構成する
送信ビームの識別子情報）が含まれてもよい。また例えば、重要情報には、セルへの接続
やモビリティのために必要なシステム情報（ＳＩ：Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏ
ｎ）の一部あるいは全部が含まれてもよい。システム情報は用途によって複数のブロック
（システム情報ブロック）に分けられてもよい。システム情報メッセージが１つまたは複
数のシステム情報ブロックで構成されてもよい。重要情報メッセージはシステム情報メッ
セージの一部であってもよい。また、重要情報メッセージの一部あるいは全部が、最少シ
ステム情報（Ｍｉｎｉｍｕｍ　ＳＩ）と称されてもよい。あるセルにおける有効な最少シ
ステム情報のすべてが取得できない場合に、端末装置２は、そのセルをアクセスが禁止さ
れたセル（Ｂａｒｒｅｄ　Ｃｅｌｌ）とみなしてもよい。
【００３２】
　ＰＣＣＨは、上りリンクの無線通信（端末装置２から基地局装置３の無線通信）の場合
には、上りリンク制御情報（Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ：
ＵＣＩ）を送信するために用いられる。ここで、上りリンク制御情報には、下りリンクの
チャネルの状態を示すために用いられるチャネル状態情報（ＣＳＩ：Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓ
ｔａｔｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）が含まれてもよい。また、上りリンク制御情報には
、ＵＬ－ＳＣＨリソースを要求するために用いられるスケジューリング要求（ＳＲ：Ｓｃ
ｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）が含まれてもよい。また、上りリンク制御情報には
、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（Ｈｙｂｒｉｄ　Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔ　ｒｅｑｕｅｓ
ｔ　ＡＣＫｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）が含まれてもよい。ＨＡＲＱ－ＡＣＫは、下りリ
ンクデータ（Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　ｂｌｏｃｋ，　Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎ
ｔｒｏｌ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ：ＭＡＣ　ＰＤＵ，Ｄｏｗｎｌｉｎｋ
－Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ：ＤＬ－ＳＣＨ）に対するＨＡＲＱ－ＡＣＫを示しても
よい。
【００３３】
　また、ＰＣＣＨは、下りリンクの無線通信（基地局装置３から端末装置２への無線通信
）の場合には、下りリンク制御情報（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｉｎｆｏｒｍ
ａｔｉｏｎ：ＤＣＩ）を送信するために用いられる。ここで、下りリンク制御情報の送信
に対して、１つまたは複数のＤＣＩ（ＤＣＩフォーマットと称してもよい）が定義される
。すなわち、下りリンク制御情報に対するフィールドがＤＣＩとして定義され、情報ビッ
トへマップされる。
【００３４】
　例えば、ＤＣＩとして、スケジューリングされたＰＳＣＨに含まれる信号が下りリンク
の無線通信か上りリンクの無線通信かを示す情報を含むＤＣＩが定義されてもよい。
【００３５】
　例えば、ＤＣＩとして、スケジューリングされたＰＳＣＨに含まれる下りリンクの送信
期間を示す情報を含むＤＣＩが定義されてもよい。
【００３６】
　例えば、ＤＣＩとして、スケジューリングされたＰＳＣＨに含まれる上りリンクの送信
期間を示す情報を含むＤＣＩが定義されてもよい。
【００３７】
　例えば、ＤＣＩとして、スケジューリングされたＰＳＣＨに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫを
送信するタイミング（例えば、ＰＳＣＨに含まれる最後のシンボルからＨＡＲＱ－ＡＣＫ
送信までのシンボル数）示す情報を含むＤＣＩが定義されてもよい。
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【００３８】
　例えば、ＤＣＩとして、スケジューリングされたＰＳＣＨに含まれる下りリンクの送信
期間、ギャップ、及び上りリンクの送信期間を示す情報を含むＤＣＩが定義されてもよい
。
【００３９】
　例えば、ＤＣＩとして、１つのセルにおける１つの下りリンクの無線通信ＰＳＣＨ（１
つの下りリンクトランスポートブロックの送信）のスケジューリングのために用いられる
ＤＣＩが定義されてもよい。
【００４０】
　例えば、ＤＣＩとして、１つのセルにおける１つの上りリンクの無線通信ＰＳＣＨ（１
つの上りリンクトランスポートブロックの送信）のスケジューリングのために用いられる
ＤＣＩが定義されてもよい。
【００４１】
　ここで、ＤＣＩには、ＰＳＣＨに上りリンクまたは下りリンクが含まれる場合にＰＳＣ
Ｈのスケジューリングに関する情報が含まれる。ここで、下りリンクに対するＤＣＩを、
下りリンクグラント（ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｇｒａｎｔ）、または、下りリンクアサインメ
ント（ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ）とも称する。ここで、上りリンクに対
するＤＣＩを、上りリンクグラント（ｕｐｌｉｎｋ　ｇｒａｎｔ）、または、上りリンク
アサインメント（Ｕｐｌｉｎｋ　ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ）とも称する。
【００４２】
　ＰＳＣＨは、媒介アクセス（ＭＡＣ：Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）
からの上りリンクデータ（ＵＬ－ＳＣＨ：Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　ＣＨａｎｎｅｌ
）または下りリンクデータ（ＤＬ－ＳＣＨ：Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　ＣＨａｎ
ｎｅｌ）の送信に用いられる。また、下りリンクの場合にはシステム情報やランダムアク
セス応答（ＲＡＲ：Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ）などの送信にも用
いられる。上りリンクの場合には、上りリンクデータと共にＨＡＲＱ－ＡＣＫおよび／ま
たはＣＳＩを送信するために用いられてもよい。また、ＣＳＩのみ、または、ＨＡＲＱ－
ＡＣＫおよびＣＳＩのみを送信するために用いられてもよい。すなわち、ＵＣＩのみを送
信するために用いられてもよい。
【００４３】
　ここで、基地局装置３と端末装置２は、上位層（ｈｉｇｈｅｒ　ｌａｙｅｒ）において
信号をやり取り（送受信）する。例えば、基地局装置３と端末装置２は、無線リソース制
御（ＲＲＣ：Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）層において、ＲＲＣシグ
ナリング（ＲＲＣ　ｍｅｓｓａｇｅ：Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　
ｍｅｓｓａｇｅ、ＲＲＣ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ：Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃ
ｏｎｔｒｏｌ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎとも称される）を送受信してもよい。また、基地
局装置３と端末装置２は、ＭＡＣ（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）層に
おいて、ＭＡＣコントロールエレメントを送受信してもよい。ここで、ＲＲＣシグナリン
グ、および／または、ＭＡＣコントロールエレメントを、上位層の信号（ｈｉｇｈｅｒ　
ｌａｙｅｒ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇ）とも称する。
【００４４】
　ＰＳＣＨは、ＲＲＣシグナリング、および、ＭＡＣコントロールエレメントを送信する
ために用いられてもよい。ここで、基地局装置３から送信されるＲＲＣシグナリングは、
セル内における複数の端末装置２に対して共通のシグナリングであってもよい。また、基
地局装置３から送信されるＲＲＣシグナリングは、ある端末装置２に対して専用のシグナ
リング（ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇとも称する）であってもよい。すなわ
ち、端末装置２固有（ＵＥ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ）な情報は、ある端末装置２に対して専用
のシグナリングを用いて送信されてもよい。ＰＳＣＨは、上りリンクにおいてＵＥの能力
（ＵＥ　Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ）の送信に用いられてもよい。また、論理チャネルである
ＤＣＣＨ （Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ Ｃｏｎｔｒｏｌ Ｃｈａｎｎｅｌ）がＲＲＣメッセージ
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の送信に使われることは、ある端末装置２に対して専用（固有）のシグナリングを使うこ
とになる。
【００４５】
　なお、ＰＣＣＨおよびＰＳＣＨは下りリンクと上りリンクで同一の呼称を用いているが
、下りリンクと上りリンクで異なるチャネルが定義されてもよい。例えば、下りリンク用
のＰＣＣＨをＰＤＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ＣＨ
ａｎｎｅｌ）と定義し、上りリンク用のＰＣＣＨをＰＵＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐ
ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ＣＨａｎｎｅｌ）と定義してもよい。例えば、下りリンク用
のＰＳＣＨをＰＤＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　ＣＨａ
ｎｎｅｌ）と定義し、上りリンク用のＰＳＣＨをＰＵＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌ
ｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　ＣＨａｎｎｅｌ）と定義してもよい。
【００４６】
　ＰＲＡＣＨは、ランダムアクセスプリアンブル（ランダムアクセスメッセージ１）を送
信するために用いられてもよい。ＰＲＡＣＨは、初期コネクション確立（ｉｎｉｔｉａｌ
　ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　ｅｓｔａｂｌｉｓｈｍｅｎｔ）プロシージャ、ハンドオーバプ
ロシージャ、コネクション再確立（ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　ｒｅ－ｅｓｔａｂｌｉｓｈｍ
ｅｎｔ）プロシージャ、上りリンク送信に対する同期（タイミング調整）、およびＰＵＳ
ＣＨ（ＵＬ－ＳＣＨ）リソースの要求を示すために用いられてもよい。
【００４７】
　下りリンクグラント、または、上りリンクグラントに付加されるＣＲＣパリティビット
には、Ｃ－ＲＮＴＩ（Ｃｅｌｌ－Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｉ
ｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）、Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩ、ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩなど
の識別子情報が排他的論理和されてもよい。Ｃ－ＲＮＴＩおよびＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩは
、セル内において端末装置２を識別するための識別子として使われてもよい。Ｔｅｍｐｏ
ｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩは、競合ベースランダムアクセス手順において用いられてもよい
。
【００４８】
　Ｃ－ＲＮＴＩは、１つのサブフレームにおけるＰＳＣＨ（ＰＤＳＣＨおよび／またはＰ
ＵＳＣＨ）を制御するために用いられてもよい。ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩは、ＰＳＣＨ（Ｐ
ＤＳＣＨおよび／またはＰＵＳＣＨ）のリソースを周期的に割り当てるために用いられて
もよい。Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩは、ランダムアクセス時に用いられてもよい
。また、ＳＩ－ＲＮＴＩ（Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ＲＮＴＩ）がシステ
ム情報メッセージを識別するための識別子として使われてもよい。ＳＩ－ＲＮＴＩは、シ
ステム情報メッセージを報知（通知）するためのＰＤＳＣＨリソースを割り当てるために
用いられてもよい。１つのシステム情報メッセージには１または複数のシステム情報ブロ
ックが含まれてもよい。
【００４９】
　図１において、下りリンクの無線通信では、以下の下りリンク物理シグナルが用いられ
てもよい。
・同期信号（Ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　ｓｉｇｎａｌ：ＳＳ）
・参照信号（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ：ＲＳ）
【００５０】
　同期信号は、端末装置２が下りリンクの周波数領域および時間領域の同期をとるために
用いられてもよい。同期信号は、ＰＳＳ（Ｐｒｉｍａｒｙ　Ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉ
ｏｎ　Ｓｉｇｎａｌ）、および／または、ＳＳＳ（Ｓｅｃｏｎｄ　Ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚ
ａｔｉｏｎ　Ｓｉｇｎａｌ）を含んでもよい。また、同期信号は、下りリンクビームフォ
ーミングにおいて基地局装置３が用いる基地局送信ビームおよび／または端末装置２が用
いる端末受信ビームの選択／識別／決定に用いられて良い。すなわち、同期信号は、基地
局装置３によって下りリンク信号に対して適用された基地局送信ビームのインデックスを
、端末装置２が選択／識別／決定するために用いられてもよい。
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【００５１】
　下りリンクの参照信号（以下、単に、参照信号とも記載する）は、主に端末装置２が下
りリンク物理チャネルの伝搬路補正を行なうために用いられる。すなわち、下りリンクの
参照信号には、復調参照信号が含まれてもよい。下りリンクの参照信号は、端末装置２が
下りリンクのチャネル状態情報を算出するために用いられてもよい。すなわち、下りリン
クの参照信号には、チャネル状態情報参照信号が含まれてもよい。また、下りリンクの参
照信号は、無線パラメータやサブキャリア間隔に対するヌメロロジーの決定や、ＦＦＴの
窓同期などができる程度の細かい同期（Ｆｉｎｅ　ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ）に
用いられてもよい。
【００５２】
　下りリンク物理チャネルおよび下りリンク物理信号を総称して、下りリンク信号と称し
てもよい。上りリンク物理チャネルおよび上りリンク物理信号を総称して、上りリンク信
号と称してもよい。
【００５３】
　ＢＣＨ、ＵＬ－ＳＣＨおよびＤＬ－ＳＣＨは、トランスポートチャネルである。媒体ア
クセス制御（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ：ＭＡＣ）層で用いられるチ
ャネルをトランスポートチャネルと称する。ＭＡＣ層で用いられるトランスポートチャネ
ルの単位を、トランスポートブロック（ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　ｂｌｏｃｋ：ＴＢ）または
ＭＡＣ　ＰＤＵ（Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）とも称する。トランスポート
ブロックは、ＭＡＣ層が物理層に渡す（ｄｅｌｉｖｅｒ）データの単位である。物理層に
おいて、トランスポートブロックはコードワードにマップされ、コードワード毎に符号化
処理が行なわれる。
【００５４】
　本実施形態の無線プロトコル構造について説明する。
【００５５】
　本実施形態では、端末装置２及び基地局装置３のユーザデータを扱うプロトコルスタッ
クをユーザプレーン（ＵＰ（Ｕｓｅｒ－ｐｌａｎｅ、Ｕ－Ｐｌａｎｅ））プロトコルスタ
ック、制御データを扱うプロトコルスタックを制御プレーン（ＣＰ（Ｃｏｎｔｒｏｌ－ｐ
ｌａｎｅ、Ｃ－Ｐｌａｎｅ））プロトコルスタックと称する。
【００５６】
　物理層（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｌａｙｅｒ：ＰＨＹ層）は、物理チャネル（Ｐｈｙｓｉｃ
ａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を利用して上位層に伝送サービスを提供する。ＰＨＹ層は、上位
の媒体アクセス制御層（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ｌａｙｅｒ：Ｍ
ＡＣ層）とトランスポートチャネルで接続される。トランスポートチャネルを介して、Ｍ
ＡＣ層とＰＨＹ層とレイヤ（ｌａｙｅｒ：層）間でデータが移動する。端末装置２と基地
局装置３のＰＨＹ層間において、物理チャネルを介してデータの送受信が行われる。
【００５７】
　ＭＡＣ層は、多様な論理チャネルを多様なトランスポートチャネルにマッピングを行う
。ＭＡＣ層は、上位の無線リンク制御層（Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ｌａ
ｙｅｒ：ＲＬＣ層）とは論理チャネルで接続される。論理チャネルは、伝送される情報の
種類によって大きく分けられ、制御情報を伝送する制御チャネルとユーザ情報を伝送する
トラフィックチャネルに分けられる。ＭＡＣ層は、間欠受送信（ＤＲＸ・ＤＴＸ）を行う
ためにＰＨＹ層の制御を行う機能、ランダムアクセス手順を実行する機能、送信電力の情
報を通知する機能、ＨＡＲＱ制御を行う機能などを持つ。
【００５８】
　ＲＬＣ層は、上位層から受信したデータを分割（Ｓｅｇｍｅｎｔａｔｉｏｎ）し、下位
層が適切にデータ送信できるようにデータサイズを調節する。また、ＲＬＣ層は、各デー
タが要求するＱｏＳ（Ｑｕａｌｉｔｙ　ｏｆ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）を保証するための機能も
持つ。すなわち、ＲＬＣ層は、データの再送制御等の機能を持つ。
【００５９】
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　パケットデータコンバージェンスプロトコル層（Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖｅ
ｒｇｅｎｃｅ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　ｌａｙｅｒ：ＰＤＣＰ層）は、ユーザデータであるＩ
Ｐパケットを無線区間で効率的に伝送するために、不要な制御情報の圧縮を行うヘッダ圧
縮機能を持つ。また、ＰＤＣＰ層は、データの暗号化の機能も持つ。
【００６０】
　さらに、制御プレーンプロトコルスタックには、無線リソース制御層（Ｒａｄｉｏ　Ｒ
ｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ｌａｙｅｒ：ＲＲＣ層）がある。ＲＲＣ層は、無線ベ
アラ（Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ：ＲＢ）の設定・再設定を行い、論理チャネル、トラン
スポートチャネル及び物理チャネルの制御を行う。ＲＢは、シグナリグ無線ベアラ（Ｓｉ
ｇｎａｌｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ：ＳＲＢ）とデータ無線ベアラ（Ｄａｔａ　
Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ：ＤＲＢ）とに分けられてもよく、ＳＲＢは、制御情報である
ＲＲＣメッセージを送信する経路として利用されてもよい。ＤＲＢは、ユーザデータを送
信する経路として利用されてもよい。基地局装置３と端末装置２のＲＲＣ層間で各ＲＢの
設定が行われてもよい。
【００６１】
　なお、ＰＨＹ層は一般的に知られる開放型システム間相互接続（Ｏｐｅｎ　Ｓｙｓｔｅ
ｍｓ　Ｉｎｔｅｒｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ：ＯＳＩ）モデルの階層構造の中で第一層の物理
層に対応し、ＭＡＣ層、ＲＬＣ層及びＰＤＣＰ層はＯＳＩモデルの第二層であるデータリ
ンク層に対応し、ＲＲＣ層はＯＳＩモデルの第三層であるネットワーク層に対応する。
【００６２】
　上記のＭＡＣ層、ＲＬＣ層及びＰＤＣＰ層の機能分類は一例であり、各機能の一部ある
いは全部が実装されなくてもよい。また、各層の機能の一部あるいは全部が他の層に含ま
れてもよい。例えば、物理層から見れば、ＭＡＣ層のコントロールエレメント、およびＲ
ＲＣシグナリングは、上位層の信号である。例えば、ＭＡＣ層から見れば、ＲＲＣシグナ
リングは、上位層の信号である。ＲＲＣ層から見れば、ＭＡＣ層および物理層は、下位層
である。ＲＲＣ層から見て、例えばＮＡＳ層は、上層（Ｕｐｐｅｒ Ｌａｙｅｒ）とも称
する。
【００６３】
　また、ネットワークと端末装置２との間で用いられるシグナリングプロトコルは、アク
セス層（Ａｃｃｅｓｓ　Ｓｔｒａｔｕｍ：ＡＳ）プロトコルと非アクセス層（Ｎｏｎ－Ａ
ｃｃｅｓｓ　Ｓｔｒａｔｕｍ：ＮＡＳ）プロトコルとに分割される。例えば、ＲＲＣ層以
下のプロトコルは、端末装置２と基地局装置３との間で用いられるアクセス層プロトコル
である。また、端末装置２の接続管理（Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ：
ＣＭ）やモビリティ管理（Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ：ＭＭ）などのプロ
トコルは非アクセス層プロトコルであり、端末装置２とコアネットワーク（ＣＮ）との間
で用いられる。例えば、端末装置２とモバイル管理エンティティ（Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｍ
ａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｅｎｔｉｔｙ：ＭＭＥ）との間で、非アクセス層プロトコルを用い
た通信が、基地局装置３を介して透過的に行われる。
【００６４】
　以下、サブフレームについて説明する。本実施形態ではサブフレームと称するが、リソ
ースユニット、無線フレーム、時間区間、時間間隔などと称されてもよい。また、１つま
たは複数のサブフレームが１つの無線フレームを構成してもよい。
【００６５】
　図４は、本発明の実施形態に係る下りリンクスロットの概略構成の一例を示す図である
。無線フレームのそれぞれは、１０ｍｓ長である。また、無線フレームのそれぞれは１０
個のサブフレームおよびＸ個のスロットから構成される。つまり、１サブフレームの長さ
は１ｍｓである。スロットのそれぞれは、サブキャリア間隔によって時間長が定義される
。例えば、ＯＦＤＭシンボルのサブキャリア間隔が１５ｋＨｚ、ＮＣＰ（Ｎｏｒｍａｌ　
Ｃｙｃｌｉｃ　Ｐｒｅｆｉｘ）の場合、Ｘ＝７あるいはＸ＝１４であり、それぞれ０．５
ｍｓおよび１ｍｓである。また、サブキャリア間隔が６０ｋＨｚの場合は、Ｘ＝７あるい
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はＸ＝１４であり、それぞれ０．１２５ｍｓおよび０．２５ｍｓである。図２は、Ｘ＝７
の場合を一例として示している。なお、Ｘ＝１４の場合にも同様に拡張できる。また、上
りリンクスロットも同様に定義され、下りリンクスロットと上りリンクスロットは別々に
定義されてもよい。
【００６６】
　スロットのそれぞれにおいて送信される信号または物理チャネルは、リソースグリッド
によって表現されてよい。リソースグリッドは、複数のサブキャリアと複数のＯＦＤＭシ
ンボルによって定義される。1つのスロットを構成するサブキャリアの数は、セルの下り
リンクおよび上りリンクの帯域幅にそれぞれ依存する。リソースグリッド内のエレメント
のそれぞれをリソースエレメントと称する。リソースエレメントは、サブキャリアの番号
とＯＦＤＭシンボルの番号とを用いて識別されてよい。
【００６７】
　リソースブロックは、ある物理下りリンクチャネル（ＰＤＳＣＨなど）あるいは上りリ
ンクチャネル（ＰＵＳＣＨなど）のリソースエレメントのマッピングを表現するために用
いられる。リソースブロックは、仮想リソースブロックと物理リソースブロックが定義さ
れる。ある物理上りリンクチャネルは、まず仮想リソースブロックにマップされる。その
後、仮想リソースブロックは、物理リソースブロックにマップされる。スロットに含まれ
るＯＦＤＭシンボル数Ｘ＝７で、ＮＣＰの場合には、１つの物理リソースブロックは、時
間領域において７個の連続するＯＦＤＭシンボルと周波数領域において１２個の連続する
サブキャリアとから定義される。つまり、１つの物理リソースブロックは、（７×１２）
個のリソースエレメントから構成される。ＥＣＰ（Ｅｘｔｅｎｄｅｄ　ＣＰ）の場合、１
つの物理リソースブロックは、例えば、時間領域において６個の連続するOFDMシンボルと
、周波数領域において１２個の連続するサブキャリアとにより定義される。つまり、1つ
の物理リソースブロックは、（６×１２）個のリソースエレメントから構成される。この
とき、1つの物理リソースブロックは、時間領域において１つのスロットに対応し、１５
ｋＨｚのサブキャリア間隔の場合、周波数領域において１８０ｋＨｚ（６０ｋＨｚの場合
には７２０ｋＨｚ）に対応する。物理リソースブロックは、周波数領域において０から番
号が付けられている。
【００６８】
　次に、サブフレーム、スロット、ミニスロットについて説明する。図５は、サブフレー
ム、スロット、ミニスロットの時間領域における関係を示した図である。同図のように、
３種類の時間ユニットが定義される。サブフレームは、サブキャリア間隔によらず１ｍｓ
であり、スロットに含まれるＯＦＤＭシンボル数は７または１４であり、スロット長はサ
ブキャリア間隔により異なる。ここで、サブキャリア間隔が１５ｋＨｚの場合、１サブフ
レームには１４ＯＦＤＭシンボル含まれる。そのため、スロット長は、サブキャリア間隔
をΔｆ（ｋＨｚ）とすると、１スロットを構成するＯＦＤＭシンボル数が７の場合、スロ
ット長は０．５／（Δｆ／１５）ｍｓで定義されてよい。ここで、Δｆはサブキャリア間
隔（ｋＨｚ）で定義されてよい。また、１スロットを構成するＯＦＤＭシンボル数が７の
場合、スロット長は１／（Δｆ／１５）ｍｓで定義されてよい。ここで、Δｆはサブキャ
リア間隔（ｋＨｚ）で定義されてよい。さらに、スロットに含まれるＯＦＤＭシンボル数
をＸとしたときに、スロット長はＸ／１４／（Δｆ／１５）ｍｓで定義されてもよい。
【００６９】
　ミニスロット（サブスロットと称されてもよい）は、スロットに含まれるＯＦＤＭシン
ボル数よりも少ないＯＦＤＭシンボルで構成される時間ユニットである。同図はミニスロ
ットが２ＯＦＤＭシンボルで構成される場合を一例として示している。ミニスロット内の
ＯＦＤＭシンボルは、スロットを構成するＯＦＤＭシンボルタイミングに一致してもよい
。なお、スケジューリングの最小単位はスロットまたはミニスロットでよい。
【００７０】
　図６は、スロットまたはサブフレーム（サブフレームタイプ）の一例を示す図である。
ここでは、サブキャリア間隔１５ｋＨｚにおいてスロット長が０．５ｍｓの場合を例とし
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て示している。同図において、Ｄは下りリンク、Ｕは上りリンクを示している。同図に示
されるように、ある時間区間内（例えば、システムにおいて１つのＵＥに対して割り当て
なければならない最小の時間区間）においては、
・下りリンクパート（デュレーション）
・ギャップ
・上りリンクパート（デュレーション）
のうち１つまたは複数を含んでよい。
【００７１】
　図６（ａ）は、ある時間区間（例えば、１ＵＥに割当可能な時間リソースの最小単位、
またはタイムユニットなどとも称されてよい。また、時間リソースの最小単位を複数束ね
てタイムユニットと称されてもよい。）で、全て下りリンク送信に用いられている例であ
り、図６（ｂ）は、最初の時間リソースで例えばＰＣＣHを介して上りリンクのスケジュ
ーリングを行い、ＰＣＣＨの処理遅延及び下りから上りの切り替え時間、送信信号の生成
のためのギャップを介して上りリンク信号を送信する。図６（ｃ）は、最初の時間リソー
スで下りリンクのＰＣＣＨおよび／または下りリンクのＰＳＣＨの送信に用いられ、処理
遅延及び下りから上りの切り替え時間、送信信号の生成のためのギャップを介してＰＳＣ
ＨまたはＰＣＣＨの送信に用いられる。ここで、一例としては、上りリンク信号はＨＡＲ
Ｑ－ＡＣＫおよび／またはＣＳＩ、すなわちＵＣＩの送信に用いられてよい。図６（ｄ）
は、最初の時間リソースで下りリンクのＰＣＣＨおよび／または下りリンクのＰＳＣＨの
送信に用いられ、処理遅延及び下りから上りの切り替え時間、送信信号の生成のためのギ
ャップを介して上りリンクのＰＳＣＨおよび／またはＰＣＣＨの送信に用いられる。ここ
で、一例としては、上りリンク信号は上りリンクデータ、すなわちＵＬ－ＳＣＨの送信に
用いられてもよい。図６（ｅ）は、全て上りリンク送信（上りリンクのＰＳＣＨまたはＰ
ＣＣＨ）に用いられている例である。
【００７２】
　上述の下りリンクパート、上りリンクパートは、ＬＴＥと同様複数のＯＦＤＭシンボル
で構成されてよい。
【００７３】
　ここで、リソースグリッドが、複数のサブキャリアと複数のＯＦＤＭシンボルまたはＳ
Ｃ－ＦＤＭＡシンボルによって定義されてもよい。また、１つのスロットを構成するサブ
キャリアの数は、セルの帯域幅に依存してもよい。１つの下りリンクパート、上りリンク
パートを構成するＯＦＤＭシンボルの数は１または２以上であってもよい。ここで、リソ
ースグリッド内のエレメントのそれぞれはリソースエレメントと称される。また、リソー
スエレメントは、サブキャリアの番号とＯＦＤＭシンボルまたはＳＣ－ＦＤＭＡシンボル
番号を用いて識別されてもよい。
【００７４】
　基地局装置３は、図６のサブフレーム構成の信号を送信してよい。
【００７５】
　次に、接続状態または不活動状態の端末装置２が第１の基地局装置３のセル（ソースセ
ル）から第２の基地局装置３のセル（ターゲットセル、または対象セル）に移動（ハンド
オーバ）する動作の一例について説明する。
【００７６】
　なお、本実施形態では端末装置２がハンドオーバによりハンドオーバ前の基地局装置３
（Ｓｏｕｒｃｅ　ｅＮＢ）とハンドオーバ後の基地局装置３（Ｔａｒｇｅｔ　ｅＮＢ）が
異なる場合のセル移動の例を説明するが、これに限らず、同一基地局装置３内のセル間の
移動に適用することもできる。また、複数の基地局装置３が分散ユニット（ＤＵ：Ｄｉｓ
ｔｒｉｂｕｓｉｏｎ　Ｕｎｉｔ）となり、中央ユニット（ＣＵ：Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｕｎｉ
ｔ）の制御によって仮想的に一つの基地局装置３として動作するシステムに適用すること
もできる。また、セキュリティ情報の更新などの理由による同一セルに対するハンドオー
バに適用することもできる。
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【００７７】
　図７において、まず第１の基地局装置３は、第２の基地局装置３に対して端末装置２の
ハンドオーバ要求メッセージ（ＨＡＮＤＯＶＥＲ　ＲＥＱＵＥＳＴ）を通知する（ステッ
プＳ７１）。前記ハンドオーバ要求メッセージには、端末装置２の通信能力に関する情報
、ネットワークリソースの割り当て情報、無線リソースの割り当て情報、端末装置２が使
用しているヌメロロジーの情報、端末装置２が使用を希望しているヌメロロジーの情報、
および第１の基地局装置３がサポートしているヌメロロジーの情報、の一部あるいは全部
が含まれてよい。
【００７８】
　ステップＳ７１によってハンドオーバ要求メッセージを受け取った第２の基地局装置３
は、ハンドオーバを承認する（Ａｄｍｉｔ）場合、第１の基地局装置３に対してハンドオ
ーバ要求承認メッセージ（ＨＡＮＤＯＶＥＲ　ＲＥＱＵＥＳＴ　ＡＣＫ）を通知する（ス
テップＳ７２）。ハンドオーバ要求承認メッセージには、第２の基地局装置３による端末
装置２に対する設定が含まれてよい。例えばハンドオーバ要求承認メッセージには、端末
装置２に対して設定されるＲＲＣ接続再設定メッセージの一部あるいは全部が含まれてよ
い。
【００７９】
　ＲＲＣ接続再設定メッセージの一例を、図８を用いて説明する。
【００８０】
　図８に示すように、ＲＲＣ接続再設定メッセージは（８Ａ）ｒｒｃ－Ｔｒａｎｓａｃｔ
ｉｏｎＩｄｅｎｔｉｆｉｅｒ、（８Ｂ）ｍｅａｓＣｏｎｆｉｇ、（８Ｃ）ｍｏｂｉｌｉｔ
ｙＣｏｎｔｒｏｌＩｎｆｏ、（８Ｄ）ｄｅｄｉｃａｔｅｄＩｎｆｏＮＡＳＬｉｓｔ、（８
Ｅ）ｒａｄｉｏＲｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅｄ、（８Ｆ）ｓｅｃｕｒ
ｉｔｙＣｏｎｆｉｇＨＯ、（８Ｇ）ｏｔｈｅｒＣｏｎｆｉｇ、（８Ｈ）ｆｕｌｌＣｏｎｆ
ｉｇ、（８Ｉ）ｓＣｅｌｌＴｏＲｅｌｅａｓｅＬｉｓｔ、（８Ｊ）ｓＣｅｌｌＴｏＡｄｄ
ＭｏｄＬｉｓｔ、（８Ｋ）ｓｙｓｔｅｍＩｎｆｏｍａｔｉｏｎＢｌｏｃｋＤｅｄｉｃａｔ
ｅｄの一部あるいは全部を含んでよい。
【００８１】
　（８Ａ）ｒｒｃ－ＴｒａｎｓａｃｔｉｏｎＩｄｅｎｔｉｆｉｅｒは、ＲＲＣプロシージ
ャ（トランザクション）の識別に用いられる要素であり、例えば０から３の整数を値とし
て持つ。（８Ｂ）ｍｅａｓＣｏｎｆｉｇは、端末装置２によって実行される（Ｐｅｒｆｏ
ｒｍｅｄ）測定を設定するための情報であり、測定のためのギャップ期間の設定を含んで
よい。（８Ｄ）ｄｅｄｉｃａｔｅｄＩｎｆｏＮＡＳＬｉｓｔは、ネットワークと端末装置
２との間でやり取りされる端末装置２固有のＮＡＳ層の情報のリストであり、ＤＲＢ毎の
ＮＡＳ層の情報を含み、ＲＲＣ層は透過的にこの情報を上位レイヤ（ＮＡＳ層）に転送す
る。（８Ｅ）ｒａｄｉｏＲｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅｄは、ＳＲＢや
ＤＲＢの設定、変更、および／または解放に使われる情報、ＭＡＣ層の設定を変更するた
めの情報、物理層のチャネル設定に関する情報などが含まれてよい。（８Ｆ）ｓｅｃｕｒ
ｉｔｙＣｏｎｆｉｇＨＯは、セキュリティに関する設定であり、例えば、ＳＲＢのＡＳ層
における完全性保証（Ｉｎｔｅｇｒｉｔｙ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ）アルゴリズムの設定
や、ＳＲＢおよび／またはＤＲＢの暗号（Ｃｉｐｈｅｒｉｎｇ）アルゴリズムの設定など
を含んでよい。（８Ｈ）ｆｕｌｌＣｏｎｆｉｇは、このＲＲＣ接続再設定メッセージに特
定のオプションが適用されるか否かを示す情報であり、端末装置２は、（８Ｈ）ｆｕｌｌ
ＣｏｎｆｉｇがＲＲＣ接続再設定メッセージに含まれる場合に、特定の要素に含まれる設
定を適用するようにしてよい。（８Ｉ）ｓＣｅｌｌＴｏＲｅｌｅａｓｅＬｉｓｔ、（８Ｊ
）ｓＣｅｌｌＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔは、セカンダリセルの追加、変更、および／また
は解放に使われる情報が含まれてよい。（８Ｋ）ｓｙｓｔｅｍＩｎｆｏｍａｔｉｏｎＢｌ
ｏｃｋＤｅｄｉｃａｔｅｄは、ターゲットセルの報知情報の一部を含んでよい。
【００８２】
　（８Ｃ）ｍｏｂｉｌｉｔｙＣｏｎｔｒｏｌＩｎｆｏは、図９に示すような、ネットワー
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ク制御によるモビリティ（例えばハンドオーバ）のために必要なパラメータを含む。（８
Ｃ）ｍｏｂｉｌｉｔｙＣｏｎｔｒｏｌＩｎｆｏは、（９Ａ）ｔａｒｇｅｔＰｈｙｓＣｅｌ
ｌＩｄ、（９Ｂ）ｃａｒｒｉｅｒＦｒｅｑ、（９Ｃ）ｃａｒｒｉｅｒＢａｎｄｗｉｄｔｈ
、（９Ｄ）ｔ３０４、（９Ｅ）ｎｅｗＵＥ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙ、（９Ｆ）ｒａｄｉｏＲｅ
ｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎ、（９Ｇ）ｒａｃｈ－ＣｏｎｆｉｇＤｅｄｉｃａ
ｔｅｄ、の一部あるいは全部を含んでよい。また、（８Ｃ）ｍｏｂｉｌｉｔｙＣｏｎｔｒ
ｏｌＩｎｆｏは、その他の様々な情報を含んでもよい。
【００８３】
　（９Ａ）ｔａｒｇｅｔＰｈｙｓＣｅｌｌＩｄは、ターゲットセルの識別子(例えば物理
セル識別子）を示す。（９Ｂ）ｃａｒｒｉｅｒＦｒｅｑは、端末装置２がターゲットセル
で使う周波数の情報を示す。（９Ｃ）ｃａｒｒｉｅｒＢａｎｄｗｉｄｔｈは、ターゲット
セルの下りリンクおよび／または上りリンクの帯域幅の情報を示す。（９Ｄ）ｔ３０４は
、ハンドオーバに関するタイマーの値を示し、例えば端末装置２は、タイマーで示される
時間内にハンドオーバが正常に完了しない場合に既定の処理を実行してもよい。（９Ｅ）
ｎｅｗＵＥ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙは、ターゲットセルにおける端末装置２の新しい識別子（
例えばＣ－ＲＮＴＩ）を示す。
【００８４】
　（９Ｆ）ｒａｄｉｏＲｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎは、図１０に示すよう
な、ランダムアクセスパラメータや静的な物理層パラメータなどの共通無線リソース設定
を特定する（Ｓｐｅｃｉｆｙ）ために使われる情報を含む。（９Ｆ）ｒａｄｉｏＲｅｓｏ
ｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎは、（１０Ａ）ｒａｃｈ－ＣｏｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎ
、（１０Ｂ）ｐｒａｃｈ－Ｃｏｎｆｉｇ、（１０Ｃ）ｐｄｓｃｈ－ＣｏｎｆｉｇＣｏｍｍ
ｏｎ、（１０Ｄ）ｐｕｓｃｈ－ＣｏｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎ、（１０Ｅ）ｐｕｃｃｈ－Ｃｏ
ｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎ、（１０Ｆ）ｓｏｕｎｄｉｎｇＲＳ－ＵＬ－ＣｏｎｆｉｇＣｏｍｍ
ｏｎ、（１０Ｇ）ｕｐｌｉｎｋＰｏｗｅｒＣｏｎｔｒｏｌＣｏｍｍｏｎ、（１０Ｈ）ａｎ
ｔｅｎｎａＩｎｆｏＣｏｍｍｏｎ、（１０Ｉ）ｐ－Ｍａｘ、（１０Ｊ）ｔｄｄ－Ｃｏｎｆ
ｉｇ、の一部あるいは全部を含んでよい。また、（９Ｆ）ｒａｄｉｏＲｅｓｏｕｒｃｅＣ
ｏｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎは、その他の様々な情報を含んでもよい。また、（１０Ｃ）ｐｄ
ｓｃｈ－ＣｏｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎと（１０Ｄ）ｐｕｓｃｈ－ＣｏｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎ
の設定をまとめて一つの設定（ｐｓｃｈ－ＣｏｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎ）としてもよい。
【００８５】
　（１０Ａ）ｒａｃｈ－ＣｏｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎは、一般的なランダムアクセスパラメ
ータ（Ｇｅｎｅｒｉｃ　ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｐａｒａｍｅｔｅｒ）を特定する
ために使われる情報を含む。例えば（１０Ａ）ｒａｃｈ－ＣｏｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎは、
ランダムアクセスプリアンブルの情報として、個別に使用されない（Ｎｏｎ－ｄｅｄｉｃ
ａｔｅｄ）プリアンブルの数、グループ化されたプリアンブルの何れのグループのプリア
ンブルを用いるかを判断するための閾値情報、および／またはパワーランピングに関する
情報、の一部あるいは全部を含んでよい。
【００８６】
　（１０Ｂ）ｐｒａｃｈ－Ｃｏｎｆｉｇは、ＰＲＡＣＨ設定を特定するために使われる情
報を含む。例えば、（１０Ｂ）ｐｒａｃｈ－Ｃｏｎｆｉｇは、ランダムアクセスプリアン
ブルのルートシーケンスのインデックス情報、ランダムアクセスプリアンブル送信に用い
られる時間／周波数リソースの情報、および／またはプリアンブルの送信に用いられるヌ
メロロジーの情報、の一部または全部を含んでよい。
【００８７】
　（１０Ｃ）ｐｄｓｃｈ－ＣｏｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎは、共通のＰＤＳＣＨ設定を特定す
るための情報を含む。例えば、（１０Ｃ）ｐｄｓｃｈ－ＣｏｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎは、下
りリンクの参照信号の単位リソースあたりのエネルギーの情報、下りリンク参照信号とＰ
ＤＳＣＨの電力比に関する情報、および／またはＰＤＣＣＨおよび／またはＰＤＳＣＨの
受信に用いられるヌメロロジーの情報、の一部または全部を含んでよい。
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【００８８】
　（１０Ｄ）ｐｕｓｃｈ－ＣｏｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎは、共通のＰＵＳＣＨ設定、および
／または上りリンク参照信号の設定を特定するための情報を含む。例えば、（１０Ｄ）ｐ
ｕｓｃｈ－ＣｏｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎは、ＰＵＳＣＨリソースの帯域情報、ホッピング情
報、および／またはＰＵＣＣＨおよび／またはＰＵＳＣＨの送信に用いられるヌメロロジ
ー情報、の一部または全部を含んでよい。
【００８９】
　（１０Ｅ）ｐｕｃｃｈ－ＣｏｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎは、共通のＰＵＣＣＨ設定を特定す
るための情報を含む。例えば、（１０Ｅ）ｐｕｃｃｈ－ＣｏｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎは、Ｐ
ＵＣＣＨの送信に用いられるヌメロロジーの情報を含んでよい。（１０Ｆ）ｓｏｕｎｄｉ
ｎｇＲＳ－ＵＬ－ＣｏｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎは、基地局装置３による測定に使うことがで
きる共通の上りリンクの参照信号の設定を特定するための情報を含む。例えば、（１０Ｆ
）ｓｏｕｎｄｉｎｇＲＳ－ＵＬ－ＣｏｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎは、上りリンクの参照信号の
一部あるいは全部の送信に用いられるヌメロロジーの情報を含んでよい。（１０Ｇ）ｕｐ
ｌｉｎｋＰｏｗｅｒＣｏｎｔｒｏｌＣｏｍｍｏｎは、共通の上りリンクの電力制御設定を
特定するための情報を含む。（１０Ｈ）ａｎｔｅｎｎａＩｎｆｏＣｏｍｍｏｎは、共通の
アンテナ設定を特定するための情報を含む。（１０Ｉ）ｐ－Ｍａｘは、端末装置２による
上りリンク送信を制限するための情報を含む。（１０Ｊ）ｔｄｄ－Ｃｏｎｆｉｇは、ＴＤ
Ｄ特有の物理チャネル設定を特定するための情報を含む。
【００９０】
　（９Ｇ）ｒａｃｈ－ＣｏｎｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅｄは、端末装置２に対して割り当て
られる個別のランダムアクセスパラメータを特定するために使われる情報を含む。例えば
、ランダムアクセスプリアンブルのフォーマットや時間／周波数リソースを明示的に示す
情報、および／またはプリアンブルの送信に用いられるヌメロロジーの情報、の一部また
は全部を含んでよい。
【００９１】
　（８Ｇ）ｏｔｈｅｒＣｏｎｆｉｇは、その他の設定の一部あるいは全部が含まれる。
【００９２】
　また、（８Ｃ）ｍｏｂｉｌｉｔｙＣｏｎｔｒｏｌＩｎｆｏ、あるいは（８Ｃ）ｍｏｂｉ
ｌｉｔｙＣｏｎｔｒｏｌＩｎｆｏに含まれる情報要素の何れかに、端末装置２がターゲッ
トセルで送信する（１）ランダムアクセスプリアンブル、（２）ＲＲＣ接続再設定完了メ
ッセージを含むＰＵＳＣＨ、端末装置２がターゲットセルで受信する（１）同期信号、（
２）重要情報ブロック、（３）ランダムアクセス応答のメッセージを含むＰＤＳＣＨを受
信するためのＰＤＣＣＨ、（４）ランダムアクセス応答のメッセージを含むＰＤＳＣＨ、
（５）呼び出し（ページング）のメッセージを含むＰＤＳＣＨを受信するためのＰＤＣＣ
Ｈ、（６）呼び出し（ページング）のメッセージを含むＰＤＳＣＨ、の一部または全部に
対するヌメロロジーを特定する情報が含まれてもよい。
【００９３】
　なお、上記メッセージは一例であり、ＲＲＣ接続再設定メッセージは上記ＲＲＣ接続再
設定メッセージ以外の情報を含んでもよいし、上記ＲＲＣ接続再設定メッセージの一部の
情報を含まなくてもよい。また、ＲＲＣ接続再設定メッセージは、上記ＲＲＣ接続再設定
メッセージとは異なる構造、情報要素名、あるいはパラメータ名でもよい。
【００９４】
　ハンドオーバ要求承認メッセージを受け取った第１の基地局装置３は端末装置２に対し
て、前記端末装置２に対する設定を含むＲＲＣ接続再設定メッセージ（ＲＲＣＣｏｎｆｉ
ｇｕｒａｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）を通知することによって、ソースセ
ルからターゲットセルへのハンドオーバを端末装置２に指示する（ステップＳ７３）。
【００９５】
　ＲＲＣ接続再設定メッセージを受け取り、そのＲＲＣ接続再設定メッセージを含む設定
に従うことができる端末装置２は、そのＲＲＣ接続再設定メッセージの情報に基づいて、
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以下の再設定処理を開始する（ステップＳ７４）。
【００９６】
　ステップＳ７４の再設定処理において、端末装置２は、ターゲットセルへの下りリンク
の同期を開始する。また、端末装置２は、必要であればＭＡＣ層の機能をリセットし、Ｐ
ＤＣＰ層およびＲＬＣ層の再確立（Ｒｅ－ｅｓｔａｂｌｉｓｈｍｅｎｔ）を行なう。また
、端末装置２は、ＲＲＣ接続再設定メッセージに無線リソース設定（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓ
ｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）が含まれる場合には、その無線リソース設定
を適用する。同期信号のヌメロロジー情報がＲＲＣ接続再設定メッセージに含まれる場合
、端末装置２は、その情報に基づき、同期信号を検出してもよい。同期信号のヌメロロジ
ー情報がＲＲＣ接続再設定メッセージで提供されない場合、端末装置２は、予め定められ
たヌメロロジーを用いて同期信号の検出を試みてもよい。これにより、ターゲットセルの
同期信号に用いられる可能性があるヌメロロジーが複数あるような場合に検出する同期信
号のヌメロロジーを一意に指定できる。また、重要情報ブロックを運ぶ報知チャネルのヌ
メロロジー情報がＲＲＣ接続再設定メッセージに含まれる場合、端末装置２は、その情報
に基づき、重要情報ブロックを運ぶ報知チャネルを受信してもよい。重要情報ブロックを
運ぶ報知チャネルのヌメロロジー情報がＲＲＣ接続再設定メッセージで提供されない場合
、端末装置２は、予め定められたヌメロロジー、または同期信号と同じヌメロロジーを用
いて重要情報ブロックを運ぶ報知チャネルの受信を試みてもよい。これにより、ターゲッ
トセルの報知チャネルに用いられる可能性があるヌメロロジーが複数あるような場合に受
信する報知チャネルのヌメロロジーを一意に指定できる。
【００９７】
　そして、端末装置２は、ＲＲＣ接続再設定完了メッセージ（ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉ
ｏｎ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　Ｃｏｍｐｌｅｔｅ　ｍｅｓｓａｇｅ）を下位層
（例えばＭＡＣ層）に提出する（Ｓｕｂｍｉｔ）。端末装置２は、ＲＲＣ接続再設定完了
メッセージを送信するためにランダムアクセス手順を開始し、ランダムアクセスプリアン
ブルを送信する。ランダムアクセスプリアンブルを受信した第２の基地局装置３は、端末
装置２の送信タイミングのずれを検出し、ずれを補正するための情報（タイミングアドバ
ンスコマンド）を含むランダムアクセス応答を端末装置２に送信する（ステップＳ７５）
。ランダムアクセスプリアンブルのヌメロロジー情報がＲＲＣ接続再設定メッセージに含
まれる場合、端末装置２は、その情報に基づき、ランダムアクセスプリアンブルを送信し
てもよい。ランダムアクセスプリアンブルのヌメロロジー情報がＲＲＣ接続再設定メッセ
ージで提供されない場合、端末装置２は、予め定められたヌメロロジー、または重要情報
ブロックで指定されるヌメロロジーを用いてランダムアクセスプリアンブルを送信しても
よい。これにより、ターゲットセルで複数のヌメロロジーがサポートされている場合に端
末装置２ごとに適切なヌメロロジーを設定することができる。また、ランダムアクセス応
答の受信のためのヌメロロジー情報がＲＲＣ接続再設定メッセージに含まれる場合、端末
装置２は、その情報に基づき、ランダムアクセス応答を受信してもよい。ランダムアクセ
ス応答の受信のためのヌメロロジー情報がＲＲＣ接続再設定メッセージで提供されない場
合、端末装置２は、予め定められたヌメロロジーまたは同期した同期信号と同じヌメロロ
ジー、または重要情報ブロックで指定されるヌメロロジーを用いてランダムアクセス応答
を受信してもよい。これにより、ターゲットセルで複数のヌメロロジーがサポートされて
いる場合に端末装置２ごとに適切なヌメロロジーを設定することができる。
【００９８】
　なお、端末装置２は、ターゲットセルの識別子情報を含む情報要素（ＩＥ：Ｉｎｆｏｒ
ｍａｔｉｏｎ　Ｅｌｅｍｅｎｔ）が前記ＲＲＣ接続再設定メッセージに含まれる場合にの
みステップＳ７４を実行してもよい。また、端末装置２は、ハンドオーバを実行する条件
を含む情報要素が前記ＲＲＣ接続再設定メッセージに含まれる場合には、前記条件を満た
す場合にステップＳ７４を実行してもよい。ハンドオーバを実行する条件とは、例えば、
ソースセルからの特定の下りリンクの参照信号の受信電力（ＲＳＲＰ：Ｒｅｆｅｒｅｎｃ
ｅ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｒｅｃｅｉｖｅｄ　Ｐｏｗｅｒ）が前記ＲＲＣ接続再設定メッセージ
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に含まれる第１の閾値を下回った場合であってもよいし、ターゲットセルからの特定の下
りリンクの参照信号の受信電力（ＲＳＲＰ：Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｒｅｃ
ｅｉｖｅｄ　Ｐｏｗｅｒ）が前記ＲＲＣ接続再設定メッセージに含まれる第２の閾値以上
となった場合であってもよいし、その組み合わせであってもよい。
【００９９】
　ハンドオーバ先のセルへの接続が成功すると、端末装置２は、接続が成功したセルにお
いて、ＲＲＣ接続再設定完了メッセージ（ＲＲＣＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎＲｅｃｏｎ
ｆｉｇｕｒａｔｉｏｎＣｏｍｐｌｅｔｅ）を送信する（ステップＳ７６）。ＲＲＣ接続再
設定完了メッセージを運ぶＰＵＳＣＨのヌメロロジー情報がＲＲＣ接続再設定メッセージ
に含まれる場合、端末装置２は、その情報に基づき、ＲＲＣ接続再設定完了メッセージを
送信してもよい。ＲＲＣ接続再設定完了メッセージを運ぶＰＵＳＣＨのヌメロロジー情報
がＲＲＣ接続再設定メッセージで提供されない場合、端末装置２は、予め定められたヌメ
ロロジー、重要情報ブロックで指定されるヌメロロジー、またはランダムアクセス応答で
指定されるヌメロロジーを用いてＲＲＣ接続再設定完了メッセージを運ぶＰＵＳＣＨを送
信してもよい。これにより、ターゲットセルで複数のヌメロロジーがサポートされている
場合に端末装置２ごとに適切なヌメロロジーを設定することができる。
【０１００】
　ＲＲＣ接続再設定完了メッセージを受け取った第２の基地局装置３は第１の基地局装置
３に対してハンドオーバ完了（ＨＡＮＤＯＶＥＲ　ＣＯＭＰＬＥＴＥ）を通知する（ステ
ップＳ７７）。
【０１０１】
　上述のように、端末装置２は、ターゲットセルで用いられるチャネルおよび／または信
号ごとのヌメロロジー情報をハンドオーバを指示するＲＲＣ接続再設定メッセージから取
得することで、チャネルごとにヌメロロジーが異なる場合、ターゲットセルが複数のヌメ
ロロジーをサポートする場合、および／または上りリンクと下りリンクとでヌメロロジー
が異なる場合において、端末装置２に適切な設定を行なうことが可能となる。
【０１０２】
　図１１を用いて、第１の基地局装置３のセル（第１のセル）をマスターセルグループの
プライマリセルとして、さらに第２の基地局装置３のセル（第２のセル）をセカンダリセ
ルグループのセル（例えばプライマリセカンダリセル（ＰＳＣｅｌｌ））として、接続状
態または不活動状態の端末装置２が通信している状態において、セカンダリセルグループ
が第２のセルを含むセルグループから第３の基地局装置３のセル（第３のセル）を含むセ
ルグループに変更される動作の一例について説明する。
【０１０３】
　なお、ここではセカンダリセルグループのモビリティ制御情報（ＭｏｂｉｌｉｔｙＣｏ
ｎｔｒｏｌＩｎｆｏＳＣＧ）を含むセルグループ変更の手順を説明するが、これに限らず
、セカンダリセルグループを追加する場合や、セカンダリセルグループのモビリティ制御
情報を含まない（セカンダリセルグループの追加および変更を伴わない）ヌメロロジーの
変更を行う場合にも適用することができる。
【０１０４】
　まず、セカンダリセルグループにおけるヌメロロジーの設定（変更）について説明する
。
【０１０５】
　ヌメロロジーの変更は、第２層（ＰＤＣＰ層、ＲＬＣ層および／またはＭＡＣ層）のリ
セットまたは再確立（Ｒｅ－ｅｓｔａｂｌｉｓｈｍｅｎｔ）を伴ってよい。また、ヌメロ
ロジーの変更は、ＰＳＣｅｌｌでのランダムアクセスの実行を伴ってよい。また、セカン
ダリセルグループの変更は、第２層のリセットおよび／または再確立を含む同期セカンダ
リセルグループ再設定プロシージャ（ランダムアクセスを伴うプロシージャ）であってよ
い。また、セカンダリセルグループの変更は、もしセカンダリセルグループのＤＲＢが設
定されている場合にはセキュリティのリフレッシュを含む同期セカンダリセルグループ再
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設定プロシージャ（ランダムアクセスを伴うプロシージャ）であってよい。このプロシー
ジャは、様々なシナリオで使われてよい。例えば、シナリオとは、セカンダリセルグルー
プの確立（Ｅｓｔａｂｌｉｓｈｍｅｎｔ）、ＰＳＣｅｌｌの変更、セキュリティ鍵のリフ
レッシュ、ＤＲＢの変更、および／またはヌメロロジーの変更などである。端末装置２は
、セカンダリセルグループに対するモビリティ制御情報（ｍｏｂｉｌｉｔｙＣｏｎｔｒｏ
ｌＩｎｆｏＳＣＧ）を含むＲＲＣ接続再設定メッセージを受信することでセカンダリセル
グループの変更に関連する動作を実行してもよい。
【０１０６】
　コネクティッド状態ではネットワークが端末装置２のモビリティを制御する。また、不
活動状態でネットワークが端末装置２のモビリティを制御してもよい。ネットワーク制御
のモビリティにおいて、モビリティ制御情報を含むＲＲＣ接続再設定メッセージを用いて
ＰＣｅｌｌが変更されてもよい。また、ネットワーク制御のモビリティにおいて、モビリ
ティ制御情報を含む（または含まない）ＲＲＣ接続再設定メッセージを用いてＳＣｅｌｌ
が変更されてもよい。
【０１０７】
　また、セカンダリセルグループのモビリティ制御情報を含む（または含まない）ＲＲＣ
接続再設定メッセージを用いてセカンダリセルグループが確立、再設定、または解放され
てもよい。また、セカンダリセルグループの再設定において、ＰＳＣｅｌｌへのランダム
アクセスが必要な場合、セカンダリセルグループの変更プロシージャ（すなわち、ｍｏｂ
ｉｌｉｔｙＣｏｎｔｒｏｌＩｎｆｏＳＣＧを含むＲＲＣ接続再設定メッセージ）が用いら
れてもよい。
【０１０８】
　図１１において、まず第１の基地局装置３は、第３の基地局装置３に対して端末装置２
のセカンダリセル追加要求メッセージ（ＳｅＮＢ　Ａｄｄｉｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）
を通知する（ステップＳ１１１）。前記セカンダリセル追加要求メッセージには、第２の
基地局装置３のＳＣＧ設定が含まれてよい。また、前記セカンダリセル追加要求メッセー
ジには、端末装置２の通信能力に関する情報、ネットワークリソースの割り当て情報、無
線リソースの割り当て情報、端末装置２が使用しているヌメロロジーの情報、端末装置２
が使用を希望しているヌメロロジーの情報、および第１の基地局装置３がサポートしてい
るヌメロロジーの情報、の一部あるいは全部が含まれてよい。
【０１０９】
　ステップＳ１１１によってセカンダリセル追加要求メッセージを受け取った第３の基地
局装置３は、セカンダリセル追加要求を承認する場合、第１の基地局装置３に対してセカ
ンダリセル追加要求承認メッセージ（ＳｅＮＢ　Ａｄｄｉｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ａ
ｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅ）を通知する（ステップＳ１１２）。セカンダリセル追加要求承認
メッセージには、第３の基地局装置３による端末装置２に対する設定が含まれてよい。例
えばセカンダリセル追加要求承認メッセージには、端末装置２に対して設定されるＲＲＣ
接続再設定メッセージの一部あるいは全部が含まれてよい。
【０１１０】
　ＲＲＣ接続再設定メッセージに含まれるセカンダリセルグループの設定（ＳＣＧ－Ｃｏ
ｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）の一例を、図１２を用いて説明する。
【０１１１】
　図１２に示すように、セカンダリセルグループの設定は（１２Ａ）ｓｃｇ－Ｃｏｎｆｉ
ｇＰａｒｔＭＣＧ、（１２Ｂ）ｓｃｇ－ＣｏｎｆｉｇＰａｒｔＳＣＧの一部あるいは全部
を含んでよい。
【０１１２】
　（１２Ａ）ｓｃｇ－ＣｏｎｆｉｇＰａｒｔＭＣＧは、セカンダリセルグループの設定を
行う際のマスターセルグループにも関連する設定であり、例えば鍵情報の更新に関する情
報および／またはマスターセルグループおよびセカンダリセルグループの電力に関する情
報などが含まれてもよい。（１２Ｂ）ｓｃｇ－ＣｏｎｆｉｇＰａｒｔＳＣＧは、セカンダ
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リセルグループの設定であり、例えば図１３に示すような、（１３Ａ）ｒａｄｉｏＲｅｓ
ｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅｄＳＣＧ、ｐＳＣｅｌｌＴｏＡｄｄＭｏｄ、（
１３Ｃ）ｓＣｅｌｌＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔＳＣＧ、（１３Ｄ）ｓＣｅｌｌＴｏＲｅｌ
ｅａｓｅＬｉｓｔＳＣＧ、および／または（１３Ｅ）ｍｏｂｉｌｉｔｙＣｏｎｔｒｏｌＩ
ｎｆｏＳＣＧを含んでもよい。
【０１１３】
　（１３Ａ）ｒａｄｉｏＲｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅｄＳＣＧは、端
末装置２固有の無線リソース設定であり、ＤＲＢの追加／変更のための情報、ＭＡＣ層の
設定情報、タイマーの設定値、および／または定数情報を含んでよい。（１３Ｂ）ｐＳＣ
ｅｌｌＴｏＡｄｄＭｏｄは、ＰＳＣｅｌｌとなるセルの追加／変更情報であり、ＳＣｅｌ
ｌ（ＰＳＣｅｌｌ）を識別するためのインデックス情報、セルの識別子（例えば物理セル
識別子またはセルグローバル識別子）、下りリンクのキャリア周波数情報、ＰＳＣｅｌｌ
の共通無線リソース設定、および／またはＰＳＣｅｌｌの端末装置２固有の無線リソース
設定の情報が含まれてよい。
【０１１４】
　（１３Ｃ）ｓＣｅｌｌＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔＳＣＧは、セカンダリセルグループの
ＳＣｅｌｌとなるセルの追加／変更情報であり、１つまたは複数のＳＣｅｌｌ情報のリス
トを含んでよい。さらに、各ＳＣｅｌｌ情報にはＳＣｅｌｌを識別するためのＳＣｅｌｌ
インデックス情報、セルの識別子（例えば物理セル識別子またはセルグローバル識別子）
、下りリンクのキャリア周波数情報、および／またはＳＣｅｌｌの共通無線リソース設定
の情報が含まれてよい。（１３Ｄ）ｓＣｅｌｌＴｏＲｅｌｅａｓｅＬｉｓｔＳＣＧは、セ
カンダリセルグループのＳＣｅｌｌを解放するための情報であり、１つまたは複数のＳＣ
ｅｌｌインデックス情報のリストを含んでよい。
【０１１５】
　（１３Ｅ）ｍｏｂｉｌｉｔｙＣｏｎｔｒｏｌＩｎｆｏＳＣＧは、セカンダリセルグルー
プの変更に必要な情報であり、セカンダリセルグループにおいて端末装置２に割り当てら
れる識別子、端末装置２に対して割り当てられる個別のランダムアクセスパラメータを特
定するために使われる情報、および／または暗号アルゴリズムに関する情報が含まれてよ
い。
【０１１６】
　ここで、（１２Ｂ）ｓｃｇ－ＣｏｎｆｉｇＰａｒｔＳＣＧ、あるいは（１２Ｂ）ｓｃｇ
－ＣｏｎｆｉｇＰａｒｔＳＣＧに含まれる情報要素の何れかに、端末装置２が再設定され
たセカンダリセルグループのセル（ＰＳＣｅｌｌまたはすべてのＳＣｅｌｌ）で送信する
（１）ランダムアクセスプリアンブル、（２）ＰＵＣＣＨ、（３）ＰＵＳＣＨ、端末装置
２が再設定されたセカンダリセルグループのセル（ＰＳＣｅｌｌまたはすべてのＳＣｅｌ
ｌ）で受信する（１）同期信号、（２）ランダムアクセス応答のメッセージを含むＰＤＳ
ＣＨを受信するためのＰＤＣＣＨ、（３）ランダムアクセス応答のメッセージを含むＰＤ
ＳＣＨ、（４）呼び出し（ページング）のメッセージを含むＰＤＳＣＨを受信するための
ＰＤＣＣＨ、（５）呼び出し（ページング）のメッセージを含むＰＤＳＣＨ、の一部また
は全部に対するヌメロロジーを特定する情報が含まれてもよい。
【０１１７】
　例えば、（１３Ｅ）ｍｏｂｉｌｉｔｙＣｏｎｔｒｏｌＩｎｆｏＳＣＧに含まれる、端末
装置２に対して割り当てられる個別のランダムアクセスパラメータを特定するために使わ
れる情報の一部として、プリアンブルの送信に用いられるヌメロロジーの情報が含まれて
もよい。また、セカンダリセルグループのセルで共通のヌメロロジーが用いられる場合、
（１３Ｂ）ｐＳＣｅｌｌＴｏＡｄｄＭｏｄに、ＰＳＣｅｌｌ（またはセカンダリセルグル
ープのセルで共通）の、上述のシグナルおよび／またはチャネルの送信／受信に用いられ
るヌメロロジーの情報が含まれてもよい。また、セカンダリセルグループのセルで独立し
たヌメロロジーが用いられる場合、（１３Ｂ）ｐＳＣｅｌｌＴｏＡｄｄＭｏｄおよび／ま
たは（１３Ｃ）ｓＣｅｌｌＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔＳＣＧの各ＳＣｅｌｌ情報に、ＳＣ
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ｅｌｌ毎の、上述のシグナルおよび／またはチャネルの送信に用いられるヌメロロジーの
情報が含まれてもよい。
【０１１８】
　なお、上記メッセージは一例であり、ＲＲＣ接続再設定メッセージは上記ＲＲＣ接続再
設定メッセージ以外の情報を含んでもよいし、上記ＲＲＣ接続再設定メッセージの一部の
情報を含まなくてもよい。また、ＲＲＣ接続再設定メッセージは、上記ＲＲＣ接続再設定
メッセージとは異なる構造、情報要素名、あるいはパラメータ名でもよい。
【０１１９】
　セカンダリセル追加要求承認メッセージを受け取った第１の基地局装置３は、第２の基
地局装置３に対して解放要求（ＳｅＮＢ　Ｒｅｌｅａｓｅ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）を通知する
（ステップＳ１１３）。また、端末装置２に対して、前記端末装置２に対する設定を含む
ＲＲＣ接続再設定メッセージ（ＲＲＣＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒ
ａｔｉｏｎ）を通知することによって、第２のセルから第３のセルへのセル変更を伴うセ
カンダリセルグループ変更を端末装置２に指示する（ステップＳ１１４）。
【０１２０】
　ＲＲＣ接続再設定メッセージを受け取り、そのＲＲＣ接続再設定メッセージを含む設定
に従うことができる端末装置２は、ＲＲＣ接続再設定完了メッセージ（ＲＲＣＣｏｎｆｉ
ｇｕｒａｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎＣｏｍｐｌｅｔｅ）を第１の基地局装
置３に送信する（ステップＳ１１５）。さらにＲＲＣ接続再設定メッセージの情報に基づ
いて、以下の再設定処理を開始する（ステップＳ１１７）。また、ＲＲＣ接続再設定完了
メッセージ（ＲＲＣＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎＣｏｍ
ｐｌｅｔｅ）を受け取った第１の基地局装置３は、第３の基地局装置３に再設定完了メッ
セージ（ＳｅＮＢ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　Ｃｏｍｐｌｅｔｅ）を通知する（
ステップＳ１１６）。
【０１２１】
　ステップＳ１１７の再設定処理において、端末装置２は、ＲＲＣ接続再設定メッセージ
にセカンダリセルグループのモビリティ制御情報が含まれ、マスターセルグループのモビ
リティ制御情報が含まれない（ハンドオーバではない）場合、あるいはＲＲＣ接続再設定
メッセージに含まれるセカンダリセルグループの設定が解放するよう設定されている場合
、設定に基づきセカンダリセルグループのＭＡＣ層の機能をリセットしてよい。また、端
末装置２は、ＲＲＣ接続再設定メッセージにセカンダリセルグループのモビリティ制御情
報が含まれ、マスターセルグループのモビリティ制御情報が含まれない（ハンドオーバで
はない）場合、あるいはＲＲＣ接続再設定メッセージに含まれるセカンダリセルグループ
の設定が解放するよう設定されている場合に、ＰＤＣＰ層を再確立またはリカバリーして
よい。また、端末装置２は、ＲＲＣ接続再設定メッセージにセカンダリセルグループのモ
ビリティ制御情報が含まれる場合、あるいはＲＲＣ接続再設定メッセージに含まれるセカ
ンダリセルグループの設定が解放するよう設定されている場合に、マスターセルグループ
のＲＬＣ層および／またはセカンダリセルグループのＲＬＣ層を再確立してよい。また、
端末装置２は、ＲＲＣ接続再設定メッセージにセカンダリセルグループのモビリティ制御
情報が含まれ、マスターセルグループのモビリティ制御情報が含まれない（ハンドオーバ
ではない）場合、あるいはＲＲＣ接続再設定メッセージに含まれるセカンダリセルグルー
プの設定が解放するよう設定されている場合に、セカンダリセルグループのＳＣｅｌｌの
うち、ＰＳＣｅｌｌを除く他のセルを不活性状態としてよい。
【０１２２】
　また、ステップＳ１１７の再設定処理において、端末装置２は、受信したセカンダリセ
ルグループの設定が解放するように設定されている場合、ＤＲＢ設定を除くセカンダリセ
ルグループの設定を解放して、セカンダリセルグループに関するタイマーを停止してよい
。
【０１２３】
　また、ステップＳ１１７の再設定処理において、端末装置２は、ＲＲＣ接続再設定メッ
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セージに端末装置２固有の無線リソース設定が含まれる場合、固有の無線リソース設定を
再設定してよい。また、端末装置２は、ＲＲＣ接続再設定メッセージにＰＳＣｅｌｌとな
るセルの追加／変更情報が含まれる場合、ＰＳＣｅｌｌの追加または変更を実行する。ま
た、端末装置２は、ＲＲＣ接続再設定メッセージにセカンダリセルグループのＳＣｅｌｌ
となるセルの追加／変更情報が含まれる場合、セカンダリセルグループのＳＣｅｌｌの追
加または変更を実行してよい。また、端末装置２は、ＲＲＣ接続再設定メッセージにセカ
ンダリセルグループのＳＣｅｌｌを解放するための情報が含まれる場合、セカンダリセル
グループのＳＣｅｌｌの解放を実行してよい。
【０１２４】
　そして、端末装置２は、ＲＲＣ接続再設定メッセージにセカンダリセルグループのモビ
リティ制御情報が含まれる場合、ターゲットとなるＰＳＣｅｌｌ（第３のセル）への下り
リンクの同期を開始してよい。
【０１２５】
　ここで端末装置２は、同期信号のヌメロロジー情報がＲＲＣ接続再設定メッセージに含
まれる場合、その情報に基づき、同期信号を検出してもよい。同期信号のヌメロロジー情
報がＲＲＣ接続再設定メッセージで提供されない場合、端末装置２は、予め定められたヌ
メロロジーを用いて同期信号の検出を試みてもよい。これにより、ターゲットセルの同期
信号に用いられる可能性があるヌメロロジーが複数あるような場合に検出する同期信号の
ヌメロロジーを一意に指定できる。
【０１２６】
　そして、端末装置２は、上りリンクデータを送信するためにランダムアクセス手順を開
始し、ランダムアクセスプリアンブルを送信する。ランダムアクセスプリアンブルを受信
した第３の基地局装置３は、端末装置２の送信タイミングのずれを検出し、ずれを補正す
るための情報（タイミングアドバンスコマンド）を含むランダムアクセス応答を端末装置
２に送信する（ステップＳ１１５）。ランダムアクセスプリアンブルのヌメロロジー情報
がＲＲＣ接続再設定メッセージに含まれる場合、端末装置２は、その情報に基づき、ラン
ダムアクセスプリアンブルを送信してもよい。ランダムアクセスプリアンブルのヌメロロ
ジー情報がＲＲＣ接続再設定メッセージで提供されない場合、端末装置２は、予め定めら
れたヌメロロジーを用いてランダムアクセスプリアンブルを送信してもよい。これにより
、ターゲットセルで複数のヌメロロジーがサポートされている場合に端末装置２ごとに適
切なヌメロロジーを設定することができる。また、ランダムアクセス応答の受信のための
ヌメロロジー情報がＲＲＣ接続再設定メッセージに含まれる場合、端末装置２は、その情
報に基づき、ランダムアクセス応答を受信してもよい。ランダムアクセス応答の受信のた
めのヌメロロジー情報がＲＲＣ接続再設定メッセージで提供されない場合、端末装置２は
、予め定められたヌメロロジーまたは同期した同期信号と同じヌメロロジーを用いてラン
ダムアクセス応答を受信してもよい。これにより、ターゲットセルで複数のヌメロロジー
がサポートされている場合に端末装置２ごとに適切なヌメロロジーを設定することができ
る。
【０１２７】
　上述のように、端末装置２は、ターゲットセルで用いられるチャネルおよび／または信
号ごとのヌメロロジー情報をＲＲＣ接続再設定メッセージから取得することで、チャネル
ごとにヌメロロジーが異なる場合、ターゲットセルが複数のヌメロロジーをサポートする
場合、および／または上りリンクと下りリンクとでヌメロロジーが異なる場合において、
端末装置２に適切な設定を行なうことが可能となる。
【０１２８】
　なお、前記説明において、便宜上、「ヌメロロジー」という単語を使用して説明してき
たが、システムで使用される以下のパラメータ（Ａ）から（Ｇ）の一部あるいは全部がヌ
メロロジーである。
（Ａ）サンプリングレート
（Ｂ）サブキャリア間隔



(24) JP 2020-31250 A 2020.2.27

10

20

30

40

50

（Ｃ）サブフレーム長
（Ｄ）スケジューリングに用いられる時間の単位（送信時間間隔、ＴＴＩ：Ｔｒａｎｓｍ
ｉｓｓｉｏｎ　Ｔｉｍｅ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ）
（Ｅ）ＯＦＤＭシンボル長
（Ｆ）１サブフレームに含まれるＯＦＤＭシンボル数
（Ｇ）シグナルおよび／またはチャネルが送信されるアンテナポート
【０１２９】
　本発明の実施形態における装置の構成について説明する。
【０１３０】
　図２は、本実施形態の端末装置２の構成を示す概略ブロック図である。図示するように
、端末装置２は、無線送受信部２０、および、上位層処理部２４を含んで構成される。無
線送受信部２０は、アンテナ部２１、ＲＦ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）部２２、
および、ベースバンド部２３を含んで構成される。上位層処理部２４は、媒体アクセス制
御層処理部２５、および、無線リソース制御層処理部２６を含んで構成される。無線送受
信部２０を送信部、受信部、または、物理層処理部とも称する。また様々な条件に基づき
各部の動作を制御する制御部を別途備えてもよい。
【０１３１】
　上位層処理部２４は、ユーザの操作等により生成された上りリンクデータ（トランスポ
ートブロック）を、無線送受信部２０に出力する。上位層処理部２４は、媒体アクセス制
御（ＭＡＣ：Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）層、パケットデータ統合プ
ロトコル（Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ：ＰＤ
ＣＰ）層、無線リンク制御（Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ：ＲＬＣ）層、無線
リソース制御（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ：ＲＲＣ）層の一部ある
いはすべての処理を行なう。
【０１３２】
　上位層処理部２４が備える媒体アクセス制御層処理部２５は、媒体アクセス制御層の処
理を行う。媒体アクセス制御層処理部２５は、無線リソース制御層処理部２６によって管
理されている各種設定情報／パラメータに基づいて、スケジューリングリクエストの伝送
の制御を行う。
【０１３３】
　上位層処理部２４が備える無線リソース制御層処理部２６は、無線リソース制御層の処
理を行う。無線リソース制御層処理部２６は、自装置の各種設定情報／パラメータの管理
をする。無線リソース制御層処理部２６は、基地局装置３から受信した上位層の信号に基
づいて各種設定情報／パラメータをセットする。すなわち、無線リソース制御層処理部２
６は、基地局装置３から受信した各種設定情報／パラメータを示す情報に基づいて各種設
定情報／パラメータをセットする。
【０１３４】
　無線送受信部２０は、変調、復調、符号化、復号化などの物理層の処理を行う。無線送
受信部２０は、基地局装置３から受信した信号を、分離、復調、復号し、復号した情報を
上位層処理部２４に出力する。無線送受信部２０は、データを変調、符号化することによ
って送信信号を生成し、基地局装置３に送信する。
【０１３５】
　ＲＦ部２２は、アンテナ部２１を介して受信した信号を、直交復調によりベースバンド
信号に変換し（ダウンコンバート: ｄｏｗｎ　ｃｏｖｅｒｔ）、不要な周波数成分を除去
する。ＲＦ部２２は、処理をしたアナログ信号をベースバンド部に出力する。
【０１３６】
　ベースバンド部２３は、ＲＦ部２２から入力されたアナログ信号を、アナログ信号をデ
ジタル信号に変換する。ベースバンド部２３は、変換したデジタル信号からＣＰ（Cyclic
 Prefix）に相当する部分を除去し、ＣＰを除去した信号に対して高速フーリエ変換（Ｆ
ａｓｔ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ：ＦＦＴ）を行い、周波数領域の信号を抽
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出する。
【０１３７】
　ベースバンド部２３は、データを逆高速フーリエ変換（Ｉｎｖｅｒｓｅ　Ｆａｓｔ　Ｆ
ｏｕｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ：ＩＦＦＴ）して、ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを生成し
、生成されたＳＣ－ＦＤＭＡシンボルにＣＰを付加し、ベースバンドのデジタル信号を生
成し、ベースバンドのデジタル信号をアナログ信号に変換する。ベースバンド部２３は、
変換したアナログ信号をＲＦ部２２に出力する。
【０１３８】
　ＲＦ部２２は、ローパスフィルタを用いてベースバンド部２３から入力されたアナログ
信号から余分な周波数成分を除去し、アナログ信号を搬送波周波数にアップコンバート（
ｕｐ　ｃｏｎｖｅｒｔ）し、アンテナ部２１を介して送信する。また、ＲＦ部２２は、電
力を増幅する。また、ＲＦ部２２は送信電力を制御する機能を備えてもよい。ＲＦ部２２
を送信電力制御部とも称する。
【０１３９】
　なお、端末装置２は、複数の周波数（周波数帯、周波数帯域幅）またはセルの同一サブ
フレーム内での送受信処理をサポートするために各部の一部あるいはすべてを複数備える
構成であってもよい。
【０１４０】
　図３は、本実施形態の基地局装置３の構成を示す概略ブロック図である。図示するよう
に、基地局装置３は、無線送受信部３０、および、上位層処理部３４を含んで構成される
。無線送受信部３０は、アンテナ部３１、ＲＦ部３２、および、ベースバンド部３３を含
んで構成される。上位層処理部３４は、媒体アクセス制御層処理部３５、および、無線リ
ソース制御層処理部３６を含んで構成される。無線送受信部３０を送信部、受信部、また
は、物理層処理部とも称する。また様々な条件に基づき各部の動作を制御する制御部を別
途備えてもよい。
【０１４１】
　上位層処理部３４は、媒体アクセス制御（ＭＡＣ： Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃ
ｏｎｔｒｏｌ）層、パケットデータ統合プロトコル（Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖ
ｅｒｇｅｎｃｅ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ：ＰＤＣＰ）層、無線リンク制御（Ｒａｄｉｏ　Ｌｉ
ｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ：ＲＬＣ）層、無線リソース制御（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ
　Ｃｏｎｔｒｏｌ：ＲＲＣ）層の一部あるいはすべての処理を行なう。
【０１４２】
　上位層処理部３４が備える媒体アクセス制御層処理部３５は、媒体アクセス制御層の処
理を行う。媒体アクセス制御層処理部３５は、無線リソース制御層処理部３６によって管
理されている各種設定情報／パラメータに基づいて、スケジューリングリクエストに関す
る処理を行う。
【０１４３】
　上位層処理部３４が備える無線リソース制御層処理部３６は、無線リソース制御層の処
理を行う。無線リソース制御層処理部３６は、物理下りリンク共用チャネルに配置される
下りリンクデータ（トランスポートブロック）、システムインフォメーション、ＲＲＣメ
ッセージ、ＭＡＣ　ＣＥ（Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｅｌｅｍｅｎｔ）などを生成し、又は上位ノ
ードから取得し、無線送受信部３０に出力する。また、無線リソース制御層処理部３６は
、端末装置２各々の各種設定情報／パラメータの管理をする。無線リソース制御層処理部
３６は、上位層の信号を介して端末装置２各々に対して各種設定情報／パラメータをセッ
トしてもよい。すなわち、無線リソース制御層処理部３６は、各種設定情報／パラメータ
を示す情報を送信／報知する。
【０１４４】
　無線送受信部３０の機能は、無線送受信部２０と同様であるため説明を省略する。なお
、基地局装置３が１または複数の送受信点４と接続している場合、無線送受信部３０の機
能の一部あるいは全部が、各送受信点４に含まれてもよい。
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【０１４５】
　また、上位層処理部３４は、基地局装置３間あるいは上位のネットワーク装置（ＭＭＥ
、Ｓ－ＧＷ（Ｓｅｒｖｉｎｇ－ＧＷ））と基地局装置３との間の制御メッセージ、または
ユーザデータの送信（転送）または受信を行なう。図３において、その他の基地局装置３
の構成要素や、構成要素間のデータ（制御情報）の伝送経路については省略してあるが、
基地局装置３として動作するために必要なその他の機能を有する複数のブロックを構成要
素として持つことは明らかである。例えば、無線リソース制御層処理部３６の上位には、
無線リソース管理（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ）層処理部や
、アプリケーション層処理部が存在している。
【０１４６】
　なお、図中の「部」とは、セクション、回路、構成装置、デバイス、ユニットなど用語
によっても表現される、端末装置２および基地局装置３の機能および各手順を実現する要
素である。
【０１４７】
　端末装置２が備える符号２０から符号２６が付された部のそれぞれは、回路として構成
されてもよい。基地局装置３が備える符号３０から符号３６が付された部のそれぞれは、
回路として構成されてもよい。
【０１４８】
　本発明の実施形態における、端末装置２および基地局装置３の種々の態様について説明
する。
【０１４９】
　（１）本発明の第１の態様は、基地局装置とセルを介して通信する端末装置であって、
前記基地局装置から無線リソース制御（ＲＲＣ）接続再設定メッセージを受信する受信部
と、前記無線リソース制御接続再設定メッセージに含まれるパラメータ設定に基づき、パ
ラメータの設定を行う制御部を備え、前記パラメータ設定は、対象セルの識別子情報、サ
ブキャリア間隔に関する設定、スケジューリングの最小単位の時間長に関する情報および
／またはスロット長を示す情報を少なくとも含み、前記サブキャリア間隔に関する設定、
スケジューリングの最小単位の時間長に関する情報および／またはスロット長を示す情報
は、前記対象セルにおいて使用される一部あるいはすべてのチャネルおよび／または信号
毎に個別に設定される。
【０１５０】
　（２）本発明の第１の態様において、前記パラメータ設定は、ランダムアクセスプリア
ンブルおよび／または上りリンクデータチャネルの送信を行う上りリンクのサブキャリア
間隔に関する設定を含む。
【０１５１】
　（３）本発明の第１の態様において、前記パラメータ設定は、ランダムアクセス応答お
よび／またはページングおよび／または下りリンクデータチャネルの受信を行う下りリン
クのサブキャリア間隔に関する設定を含む。
【０１５２】
　（４）本発明の第２の態様は、端末装置とセルを介して通信する基地局装置であって、
前記端末装置に無線リソース制御（ＲＲＣ）接続再設定メッセージを送信する送信部と、
前記無線リソース制御接続再設定メッセージに含まれるパラメータ設定を生成する制御部
を備え、前記パラメータ設定は、対象セルの識別子情報、サブキャリア間隔に関する設定
、スケジューリングの最小単位の時間長に関する情報および／またはスロット長を示す情
報を少なくとも含み、前記サブキャリア間隔に関する設定、スケジューリングの最小単位
の時間長に関する情報および／またはスロット長を示す情報は、前記対象セルにおいて使
用される一部あるいはすべてのチャネルおよび／または信号毎に個別に設定される。
【０１５３】
　（５）本発明の第３の態様は、基地局装置とセルを介して通信する端末装置に適用され
る通信方法であって、前記基地局装置から無線リソース制御（ＲＲＣ）接続再設定メッセ
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ージを受信するステップと、前記無線リソース制御接続再設定メッセージに含まれるパラ
メータ設定に基づき、パラメータの設定を行うステップとを少なくとも含み、前記パラメ
ータ設定は、対象セルの識別子情報、サブキャリア間隔に関する設定、スケジューリング
の最小単位の時間長に関する情報および／またはスロット長を示す情報を少なくとも含み
、前記サブキャリア間隔に関する設定、スケジューリングの最小単位の時間長に関する情
報および／またはスロット長を示す情報は、前記対象セルにおいて使用される一部あるい
はすべてのチャネルおよび／または信号毎に個別に設定される。
【０１５４】
　（６）本発明の第４の態様は、基地局装置とセルを介して通信する端末装置に実装され
る集積回路であって、前記基地局装置から無線リソース制御（ＲＲＣ）接続再設定メッセ
ージを受信する機能と、前記無線リソース制御接続再設定メッセージに含まれるパラメー
タ設定に基づき、パラメータの設定を行う機能とを前記端末装置に対して発揮させ、前記
パラメータ設定は、対象セルの識別子情報、サブキャリア間隔に関する設定、スケジュー
リングの最小単位の時間長に関する情報および／またはスロット長を示す情報を少なくと
も含み、前記サブキャリア間隔に関する設定、スケジューリングの最小単位の時間長に関
する情報および／またはスロット長を示す情報は、前記対象セルにおいて使用される一部
あるいはすべてのチャネルおよび／または信号毎に個別に設定される。
【０１５５】
　これにより、端末装置 ２および基地局装置３は、効率的に通信を行うことができる。
【０１５６】
　なお、以上説明した実施形態は単なる例示に過ぎず、様々な変形例、置換例を用いて実
現することができる。例えば、上りリンク送信方式は、ＦＤＤ（周波数分割復信）方式と
ＴＤＤ（時分割復信）方式のどちらの通信システムに対しても適用可能である。また、実
施形態で示される各パラメータや各イベントの名称は、説明の便宜上呼称しているもので
あって、実際に適用される名称と本発明の実施形態の名称とが異なっていても、本発明の
実施形態において主張する発明の趣旨に影響するものではない。
【０１５７】
　また、各実施形態で用いた「接続」とは、ある装置と別のある装置とを、物理的な回線
を用いて直接接続される構成にだけ限定されるわけではなく、論理的に接続される構成や
、無線技術を用いて無線接続される構成を含む。
【０１５８】
　端末装置２は、ユーザ端末、移動局装置、通信端末、移動機、端末、ＵＥ（Ｕｓｅｒ　
Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）、ＭＳ（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ）とも称される。基地局装
置３は、無線基地局装置、基地局、無線基地局、固定局、ＮＢ（ＮｏｄｅＢ）、ｅＮＢ（
ｅｖｏｌｖｅｄ　ＮｏｄｅＢ）、ＢＴＳ（Ｂａｓｅ　Ｔｒａｎｓｃｅｉｖｅｒ　Ｓｔａｔ
ｉｏｎ）、ＢＳ（Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ）、ＮＲ　ＮＢ（ＮＲ　ＮｏｄｅＢ）、ＮＮ
Ｂ、ＴＲＰ（Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ａｎｄ　Ｒｅｃｅｐｔｉｏｎ　Ｐｏｉｎｔ）、
ｇＮＢ（ｎｅｘｔ　ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｎｏｄｅ　Ｂ）とも称される。
【０１５９】
　本発明に関わる基地局装置３は、複数の装置から構成される集合体（装置グループ）と
して実現することもできる。装置グループを構成する装置の各々は、上述した実施形態に
関わる基地局装置３の各機能または各機能ブロックの一部、または、全部を備えてもよい
。装置グループとして、基地局装置３の一通りの各機能または各機能ブロックを有してい
ればよい。また、上述した実施形態に関わる端末装置２は、集合体としての基地局装置３
と通信することも可能である。
【０１６０】
　また、上述した実施形態における基地局装置３は、ＥＵＴＲＡＮ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕ
ｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒ
ｋ）であってもよいし、あるいは次世代コアネットワーク（ＮｅｘｔＧｅｎ　Ｃｏｒｅ）
であってもよい。また、上述した実施形態における基地局装置３は、ｅＮｏｄｅＢに対す
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る上位ノードの機能の一部または全部を有してもよい。
【０１６１】
　本発明に関わる装置で動作するプログラムは、本発明に関わる上述した実施形態の機能
を実現するように、Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ（ＣＰＵ）等を制
御してコンピュータを機能させるプログラムであっても良い。プログラムあるいはプログ
ラムによって取り扱われる情報は、処理時に一時的にＲａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅ
ｍｏｒｙ（ＲＡＭ）などの揮発性メモリに読み込まれ、あるいはフラッシュメモリなどの
不揮発性メモリやＨａｒｄ　Ｄｉｓｋ　Ｄｒｉｖｅ（ＨＤＤ）に格納され、必要に応じて
ＣＰＵによって読み出し、修正・書き込みが行なわれる。
【０１６２】
　なお、上述した実施形態における装置の一部、をコンピュータで実現するようにしても
よい。その場合、この制御機能を実現するためのプログラムをコンピュータが読み取り可
能な記録媒体に記録して、この記録媒体に記録されたプログラムをコンピュータシステム
に読み込ませ、実行することによって実現してもよい。ここでいう「コンピュータシステ
ム」とは、装置に内蔵されたコンピュータシステムであって、オペレーティングシステム
や周辺機器等のハードウェアを含むものとする。また、「コンピュータが読み取り可能な
記録媒体」とは、半導体記録媒体、光記録媒体、磁気記録媒体等のいずれであってもよい
。
【０１６３】
　さらに「コンピュータが読み取り可能な記録媒体」とは、インターネット等のネットワ
ークや電話回線等の通信回線を介してプログラムを送信する場合の通信線のように、短時
間、動的にプログラムを保持するもの、その場合のサーバやクライアントとなるコンピュ
ータシステム内部の揮発性メモリのように、一定時間プログラムを保持しているものも含
んでもよい。また上記プログラムは、前述した機能の一部を実現するためのものであって
もよく、さらに前述した機能をコンピュータシステムにすでに記録されているプログラム
との組み合わせで実現できるものであってもよい。
【０１６４】
　また、上述した実施形態に用いた装置の各機能ブロック、または諸特徴は、電気回路、
すなわち典型的には集積回路あるいは複数の集積回路で実装または実行され得る。本明細
書で述べられた機能を実行するように設計された電気回路は、汎用用途プロセッサ、デジ
タルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプ
ログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、またはその他のプログラマブル論理デバイス、
ディスクリートゲートまたはトランジスタロジック、ディスクリートハードウェア部品、
またはこれらを組み合わせたものを含んでよい。汎用用途プロセッサは、マイクロプロセ
ッサであってもよいし、代わりにプロセッサは従来型のプロセッサ、コントローラ、マイ
クロコントローラ、またはステートマシンであってもよい。汎用用途プロセッサ、または
前述した各回路は、デジタル回路で構成されていてもよいし、アナログ回路で構成されて
いてもよい。また、半導体技術の進歩により現在の集積回路に代替する集積回路化の技術
が出現した場合、当該技術による集積回路を用いることも可能である。
【０１６５】
　なお、本願発明は上述の実施形態に限定されるものではない。実施形態では、装置の一
例を記載したが、本願発明は、これに限定されるものではなく、屋内外に設置される据え
置き型、または非可動型の電子機器、たとえば、ＡＶ機器、キッチン機器、掃除・洗濯機
器、空調機器、オフィス機器、自動販売機、その他生活機器などの端末装置もしくは通信
装置に適用出来る。
【０１６６】
　以上、この発明の実施形態に関して図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこ
の実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等も含
まれる。また、本発明は、請求項に示した範囲で種々の変更が可能であり、異なる実施形
態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて得られる実施形態についても本発
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明の技術的範囲に含まれる。また、上記各実施形態に記載された要素であり、同様の効果
を奏する要素同士を置換した構成も含まれる。
【符号の説明】
【０１６７】
２　端末装置
３　基地局装置
２０、３０　無線送受信部
２１、３１　アンテナ部
２２、３２　ＲＦ部
２３、３３　ベースバンド部
２４、３４　上位層処理部
２５、３５　媒体アクセス制御層処理部
２６、３６　無線リソース制御層処理部
４　送受信点

【図１】 【図２】



(30) JP 2020-31250 A 2020.2.27

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(31) JP 2020-31250 A 2020.2.27

【図７】 【図８】
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